
- 1 -

１．議事日程（令和２年第１回北広島町議会定例会）

令和２年３月１７日

午 前 １ ０ 時 開 議

於 議 場

一般質問

≪参考≫

２．出席議員は次のとおりである。

３．欠席議員は次のとおりである。

４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

日程第１ 一般質問

日程第２ 報告第２号 専決処分の報告について

（クラブ活動中の事故に伴う和解及び損害賠償の額を定めることにつ

いて）

日程第３ 報告第３号 専決処分の報告について

（北広島町小中学校エアコン設置工事変更契約）

日程第４ 議案第38号 芸北高齢者生活福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例

日程第５ 議案第39号 和解及び損害賠償の額を定めることについて

濱 田 芳 晴 次世代を考えるパート３１

中 田 節 雄

亀 岡 純 一

①農業を守るために獣対策が急がれる

②雪不足による芸北地域の経済対策は

町としての危機管理に対する姿勢

美 濃 孝 二 ①新型コロナウイルス対策強化と町の相談窓口設置を

②学校給食と放課後児童クラブの民間への業務委託は中止を

③どんぐり村「さんさん市」のトイレはなぜ改修されないのか

１番 濱 田 芳 晴 ２番 美 濃 孝 二 ３番 真 倉 和 之

４番 湊 俊 文 ５番 敷 本 弘 美 ６番 森 脇 誠 悟

８番 山 形 しのぶ ９番 亀 岡 純 一 １０番 梅 尾 泰 文

１２番 服 部 泰 征 １３番 伊 藤 淳 １４番 中 田 節 雄

１５番 大 林 正 行 １６番 宮 本 裕 之

１１番 室 坂 光 治

町 長 箕 野 博 司 副 町 長 中 原 健 教 育 長 池 田 庄 策

芸北支所長 清 見 宣 正 大朝支所長 竹 下 秀 樹 豊平支所長 益 田 智 幸
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５．職務のため議場に出席した事務局職員

議会事務局長 坂 本 伸 次 議会事務局 田 辺 五 月

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午 前 １０時 ００分 開 議

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） おはようございます。ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達してお

りますので、本日の会議を開きます。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 一般質問

○議長（宮本裕之） 日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。質問時間は３０分です。

質問者及び答弁者は、マイクを正面に向けて、簡潔に行ってください。１番、濱田議員の発言

を許します。

○１番（濱田芳晴） １番、濱田芳晴でございます。今回は、次世代を考えるパート３１になりま

した。前回の質問は、兼業農家が中心で、農地を守る考えで圃場整備が今まで行われてきまし

たが、その当時、子どもがＵターンしてやってくれるのではないかと信じていたが、なかなか

思いもかなわず、はや自分も戦後生まれは７５歳、ゆくゆくはリタイアをする時期を迎えて、

農地はどこに行くんであろうかといった質問を繰り返してきました。農林課の答えは、大面積

を集積して、経営ができる株式会社化などのモデルを示してはどうかという質問に対して、い

ずれは、これに取り組んでいくとの答えであったわけでございます。それが今回、技術部会で

でき上がって、こういう冊子になって出てきます。この中に町内のモデルが４つ、県内のモデ

ルが２つぐらい出ております。やはり経営できることが、示したモデルが書いてありますが、

これを今後、町内に住む集落がこれを見てどのようなものを案として、自分のとこへ取り入れ

ていくかが今からの課題であろうと思います。ここまで言いたかったのは、これができたこと

のうれしさと、また残念ではあるが、集落の中を考えてみたら、圃場整備が行われたころに、

子どもはＵターンしてくれるんじゃなかろうかと思った、そのときの現実が、今はなかなかＵ

危機管理課長 野 上 正 宏 総 務 課 長 畑 田 正 法 財 政 課 長 植 田 優 香

企 画 課 長 砂 田 寿 紀 税 務 課 長 矢 部 芳 彦 福 祉 課 長 細 川 敏 樹

保 健 課 長 福 田 さちえ 農 林 課 長 落 合 幸 治 商工観光課長 沼 田 真 路

建 設 課 長 川 手 秀 則 町 民 課 長 迫 井 一 深 上下水道課長 中 川 克 也

消 防 長 石 井 雅 宏 学校教育課長 石 坪 隆 雄 生涯学習課長 西 村 豊

国土調査事務所長 中 川 俊 彦
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ターンをしてくれない時代が来たということで、１番目の質問をさせていただきます。農地を

預けた後は、農業はやってくれてもＵターンは願わなんだと。がしかし、少々ではあるが、町

が行ったＵターン政策がどうであったのかということを、まず聞いてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） Ｕターン政策のご質問でございます。企画課からお答えさせていただき

ます。定住促進の関連事業多々あるわけでございますが、その中でもＵターン者ということで、

金銭的支援策といたしまして、Ｕターン奨励金の交付事業をこれまでも行ってきております。

Ｕターン奨励金につきましては、平成３０年度は１１件、今年度は現在のところ８件というこ

とになっております。成果のことでございますが、直接の成果ということは、非常に検証が困

難でありますので、客観的な評価はいたしておりません。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） １１件、８件と。これでもないよりはましで、やはり一つ一つのことを確実

にやっていくということが大切であろうと。そのことによって、住民の人がどのように考えて

いくかということにつながっていくと信じにゃ、このことはできんのだろうと。次の質問に入

ります。Ｕターンが思うほどかなわなんだということになりますれば、やっぱりそのうちに起

こってくるのは、空き家が増えてくるということであろうと思います。この空き家対策を利用

したＩターン政策はどのように進んでいっているのか伺います。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 空き家政策ということでございますが、空き家情報バンクを利用して移

住されている方もいらっしゃいます。そういった意味では一定の成果があったと思っておりま

すけども、今年度におきましては３６件、今登録物件がございますが、そのうち２４件の成約

があったということでございます。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 私も時々空き家情報は見させていただきますが、南のほうに登録者が多いと。

芸北においてはあまり登録がないというように肌で感じております。これは、都会に出ておら

れる方が空き家をまず放棄して、誰かに貸すとか売るとかいう意思表示をいただかにゃなかな

か空き家がえっとあったといってもなかなか、これＩターン政策を打ってもなかなか入ってい

ただけないということじゃなかろうかと思って、これもそれなりの努力をされておるんだろう

と思います。空き家が多くなることは人口減少時代、亡くなられましたが、堺屋太一さんが、

未来予測は人口の予測をしてみれば大体分かると。ほとんどの中山間の市町が高齢化のことを

大変だと言っておられますが、一番の問題は少子化で、子どもが生まれないということが一番

の大きな問題だろうと。私も考えております。そこで、成人式の日に私も出席して、隣り合わ

せにおられた職員の方に、最近は、どれぐらい子どもが生まれとるんかと聞いたら、そのとき

におられた方が、大朝に現在５人、豊平に７人生まれとると言われたんで、今年もあまり生ま

れてないのかと私なりに思いましたが、そこで正確なところをお聞きしてみます。本年度、各

エリアの出生がどうだったのかというのを聞いてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（迫井一深） ２月末現在の今年度の出生数でございます。芸北地域６人、大朝地域６

人、千代田地域４９人、豊平地域７人、計６８人となっております。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。
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○１番（濱田芳晴） 予測したとおりに多く生まれておらん。この実態は本町にとって一番大変な

ことだろうと、私自身は思っております。なかなかこのことを思っても、次の解決にはならん

ことでありますが、これの原因がいろんなところに出ておると思いますが、まず、学校関係の

方に伺います。子どもがこれだけ生まれんということになりますと、複式学級の改善のために

小学校は芸北、豊平は合併して新しい校舎を造っておりますが、今の状況は、この前の誰かの

質問で、学校の状況は聞いてはおりますが、何か付け足して言われるようなことがあれば、現

状伺ってみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 統合後の現状でございますけども、平成２５年度に耐震化及び複式

学級の解消等を目的に、８校が３校に統合しました。議員おっしゃいますように、その３校は、

芸北小学校、豊平小学校、壬生小学校でございます。この学校については、現在複式学級はあ

りません。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 恐らくそう言うて答えられるんじゃなかろうかとは思いましたが、私が次の

ことを言いたいために、これ答えていただいたわけでございます。私が次世代を考えるという、

最初に質問したのが、やっぱり子どもの生まれようがどうであるかということを一番初めに聞

いております。その当時聞いた内容からいうたら、私の資料の中に、１２月に出したのを書い

てたんですが、平成８年に豊平の時代に、豊平広報に私が生まれたころには１万人ぐらいおっ

たが、５０００人になってきたと。今後どうなるんだろうかということを一遍聞いております。

それから新町になっても、先ほど言うた、次世代を考える最初のときに聞いておりますが、こ

こにある資料からいうたら、平成１１年ごろには１７０人ぐらい生まれております。それから

ずうっと、ここへ皆、資料は私がとっております。今日現在６８人と。昨日の町長の答えの中

にも１００人を切ったという答弁もありました。これがやはり大変なことであろうと思います。

このことが５番目の質問に入っていくわけでございますが、人口減は、やはり子どもが生まれ

ないということが一番の要因だろうと、ほかにも要因はあるわけでございますが、合併時、ど

れぐらいの人口があったのか。現在はどれぐらいあるのか。また、人口が減ることによって、

町運営をしていくためには、国からいただく交付税も人口減少によることによって少なくなる

と。ここが問題になってくるわけで、どれぐらい、合併時から比べたら少なくなったのかとい

うことを伺ってみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（迫井一深） 合併時の人口でございます。２万１５９６人でございました。本年２月

末現在１万８４４７人でございますので、合併時と比べ３１４９人の減となっております。

○議長（宮本裕之） 財政課長。

○財政課長（植田優香） 地方交付税でございますが、平成１７年度は６７億７９００万円、平成

３０年度は５８億３９００万円であり、比較すると約１０億円少なくなっております。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 今、財政課長が答えられたところが、今回の私の一番危惧するところでござ

います。今までのところは予備知識としての前段でございます。交付税が少なくなってきたら、

当然、財源が少なくなってくるということでありますので、パート２３でこのことは質問して

おります。多大な広い中で、広い設備を持っておるのが、これがすべて老朽化してくれば、な
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かなか新しい事業に対しては補助金が付くが、なかなか維持、修繕というようなものには国の

補助金をなかなかとることは不可能で、この一般財を利用してから、維持修繕、長寿命化をし

ていくということになっていくのであろうと。そのときのお答えが、施設の長寿命化について

は床面積の３割カット、補助金は１０％カットしていって、今後の町政を担っていくんだとい

うお答えでありました。以後どのようになっておるのか、成果があったのかどうか、今後の対

応はどうか伺います。

○議長（宮本裕之） 財政課長。

○財政課長（植田優香） 床面積の３割カットについてでございますが、公共施設等総合管理計画

の基本的な方針で、令和２２年度までに総延べ床面積の３０％を削減するということを目標と

しております。現在は、各施設の個別施設計画について策定中であり、本年度は、所管課に施

設の今後の方針について聞き取りを行い、その結果の取りまとめを行っているところです。ま

た、補助金の１０％カットの成果についてですが、平成２８年度の当初予算から補助費等の見

直しということで取り組みをしております。危機的な財源不足に対応していくため、平成３０

年度の当初予算において、各種団体の補助金を重点的に見直しを行いました。事業内容、収支

状況を確認し、運営に適切な補助金の支出になっているか。補助金の使途に公共性があるかな

どを確認し、１０％カットということで約５００万円を削減をしております。今年度も同様に

確認を行いました。令和２年度当初予算においては５０万円という削減になっておりますが、

見直しについては今後も継続して行ってまいります。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） ２２年までいや、まだ先の夢のようなことでありますが、これも町民も床面

積ないようにすりゃ、喜んでの人はなかなかおってないんで、なかなか計画も思うように進ま

んのだろうと思うわけでございますが、どちらにしても、ここでいろんな維持をしていくもの

について、インフラもあれば地域協議会から出ておる集会所、いろんな箱物の長寿命化、こう

いうようなものをやるのには、なかなか新しい補助金をもらってということにはなりにくいの

で、税金もひっくるめた一般財の中で、町民の意向を聞いていかにゃいけんということになる

わけでありますが、これをなかなかやりながら、ここで私が危惧している北広島町は大面積が

あります。大面積ある中の設備を長寿命化をしながら、一番危惧しているのは最近大災害が起

こっとると。いつこの広い中で、どこに大災害が起こってくるか分からんと。このことが起こ

ってきたときに、今の基金の内容では、借金をして災害のを直すのかと思えるんじゃないかと

いう一歩手前のところまで来ておるように、私は危惧しておるわけでございます。ここで、ど

のようにお考えか、ちょっと伺ってみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 財政課長。

○財政課長（植田優香） 災害の発生において、基金を取り崩して応急対応の財源としております

ことで、改めて基金積み立ての重要性を認識しております。本町の財政調整基金の取り崩しの

考え方として、災害により生じた経費の財源、災害により生じた減収を埋めるための財源など

と条例で定めております。本町は面積も広く、大規模な災害にも過去たびたび見舞われている

ことから、緊急時の蓄えとして、できる限り基金を積み立てて、災害や除雪などの突発的な事

象に対応していきたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 今言われた内容で対応していっていただくということは当然のことであろう
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と思うわけでございますが、やはりない袖は振られんという言葉がありますが、ここから先、

質問をすればするほど町民の方に私は叱られるんだろうと。叱られるのは私が叱られるんだか

ら、言いにくいこともはっきりと言わせてもらおうと思う。今年も基金を取り崩して、９億ぐ

らいしかないと思いますが、それじゃもういけんということをしっかり認識されて、基金の積

み立てをどこから融通していくかという考えをしたときに、私の考えだから、この考えを押し

つけはしませんが、活性化というのは、子どもが生まれて人口が増えたときに活性化だと、私

は平成１０年度に私の書き物に書いております。イベントをやるのが、これをやってから、に

ぎやかにやったから、活性化だというて、よう挨拶に使ってだが、これは活性化じゃないと、

これは活性化の、あくまでも手材料だと。この手材料が有効に発揮されて、子どもが生まれて

人口が増えているのか、増えてないのかというのが、私のずっと平成８年以来の、私のこれが

物差しです。だから最初に言うたように、皆さんに押しつけはしませんが、やはりイベント中

心型のものを進めていこうと思ったら、どうしても一般財を使っていかにゃ、補助金でやるイ

ベントというのはあまりない。それから当然、パート２３で言うた床面積を減らしていく、長

寿命化をいろんな形で図っていくということを遂行しようと思ったら、一般財が要るんで、ど

こかを削っていかにゃあこのことが絶対できんと私自身は思っているんで、町民には叱られる

かもわからんが、イベント中心の考え方というものは、ここら辺りで大きく舵を切ってもらい

たいと、私自身は思っております。ここら辺りのお考えを聞かせていただきたいと思います。

○議長（宮本裕之） 財政課長。

○財政課長（植田優香） 将来を見据えた基金の積み立ての必要性については十分認識していると

ころでございます。補助金の見直しについては、その内容を確認し、成果や効果を検証し、町

民の皆様のご理解をいただきながら判断したいと考えております。

○議長（宮本裕之） 濱田議員。

○１番（濱田芳晴） 苦しい答弁のように思いますが、最後に私の思いで、若者定住があって、子

どもが生まれる材料になる事業を残しながら補助金をカットしていく。基金の積み立てをして

いくということを願って、私の一般質問を終わらせていただきます。

○議長（宮本裕之） これで、濱田議員の質問を終わります。次に、１４番、中田議員。

○１４番（中田節雄） １４番、中田でございます。先に通告しております２点について、質問を

いたします。１点目は、農業を守るための獣対策が急がれるということであります。この質問

につきましては、昨年９月にも同じような質問をいたしました。やはり本町では、土地利用面

で見れば、農業が圧倒的に多い。家の玄関から見れば、既に農地が始まっておるといった状況

であります。そうでないところもあるかもしれませんが、そうした田園の中に住んでいるのが

我々であります。そうしたところは、やはり獣の被害が非常に多い。イノシシ、シカ、以前は

イノシシの被害が非常に多かったわけでありますが、最近では、シカの被害が急速に拡大をし

ていると。夜、家に帰るときには、車のライトでシカの目が光る、あるいは、五、六頭道の真

ん中を走っておるといったこともありますし、また、シカが交通事故に遭ってるといった光景

も多々見られます。こうした獣が多くなるということについては、農作物に対する被害も拡大

をしていってる。ある圃場では、水稲を作付けしておっても、周りに漁網ネットを張ってるん

だけども、シカにやられてもうどうしようもないと。漁網ネットにシカの角がひっかかって、

田んぼの中を走り回っておると。みんなで大騒動して、その処理をするといった光景も近くで

は見られます。このように、どうしたらこの被害を食い止めるのかと。やはり全くイノシシ、
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シカを絶滅するということについては、これは困難な話であります。しかし、その被害をいか

に少なくしていくか。このことは全国でも多くの自治体で非常に苦慮されているところであり

ます。こうしたことにつきましては、やはり捕獲をしていく以外にないと。昨年、一昨年の議

会報告会の中でも、こうしたイノシシ、シカ、こうした獣対策について、町は何とかしてほし

いということは意見も出ております。私は、町が何とかというよりも、自分たちで捕獲してい

くべきだと思っておりますけども、こうした意見が聞かれると、出されておるということにつ

いてですが、私もいろいろ調べてみたんですけども、狩猟登録者の人数が増えていないと。こ

れはお配りしております一覧表、この中で下段の集計、そこに書いてあります。また、その一

番下の計というところがありますけども、本町で狩猟登録されてる方は平成２８年は７１５人、

２９年は６０９人、３０年度は７５０人、非常に増えてはおるんですが、獣の被害は多くなっ

ておりますし、もっと狩猟登録者の人数を増やすことはできないものだろうかどうだろうか。

本町の中でもこうした捕獲頭数、これについてもあまり大きな伸びがないわけであります。こ

うしたことの中で、どうすれば、こうした増員策、これがとれるのか。そうした方法はあるの

かないのかお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 有害鳥獣による農作物等への被害については、農業振興上、大きな問題

と捉えております。一方、有害鳥獣を捕獲するために必要な狩猟免許の取得者数は、平成３０

年度実績では２１９人、そのうち狩猟期において、狩猟するため県に登録された方は１２３人

となっております。狩猟免許につきましては、毎年１０名制度の新規取得者があるものの、ご

高齢などのご理由により免許取得者の減少もあり、全体的には増えてないというのが現状でご

ざいます。このことから、新たに今年度よりきたひろ学び塾において、有害鳥獣捕獲の後継者

育成の取り組み、これを開始いたしました。新規の免許の取得、これを支援するとともに、各

地で従事する捕獲の担い手の育成を図ってまいりたいと思っております。以上です。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） きたひろ学び塾でこうしたことを取り組みをされておるということですが、

学び塾の中で、こうした狩猟に関する受講されている方は何人おられますか。行政報告にもあ

るんですが、お願いします。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） きたひろ学び塾、今年度は３回行っておりまして、１回目が１０名、２

回目が１３名、３回目が８名ということでございます。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） そうですね、学び塾でこうしたことを取り組みをされるということについ

ては、確かに一つの方法として有効であろうと思います。しかし全体的に狩猟登録者数、これ

が大体１２０から１３０、１３０までいってないんですが横ばい状態なんです。学び塾で受講

された方１０名が全部狩猟登録をされれば、それでも１２３にプラスして１３３という数字な

んですね。こうした獣対策、これをしていくのに、もっともっと多くの人数が要るのではなか

ろうかと思うわけですが、こうしたことについて、もっともっとこうして啓発活動を推進して

いくべきではなかろうかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 啓発活動ということでございます。きたひろ学び塾については、狩猟関
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係について、有害鳥獣を捕獲してもらうため、今年度は人数が少なかったんですけども、でき

るだけたくさんの方においでいただくようにお願いをしようと思っております。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） できるだけ多くの方にお願いをしていくということでありましたけども、

昨今芸北、ここでは捕獲頭数、これがかなり増えております。芸北のところで、一番下の計の

ところを見ていただきますと、平成２８年が２２頭、イノシシ、シカ合わせて。２９年が３１

頭、３０年が５０頭なんです。大朝でもしかりです。２９年に比較すれば倍近い、９７頭捕獲。

豊平でも２９年が９８頭であったのが３０年１７４頭、千代田では、逆に横ばい状態というこ

とであります。このように被害が増えておるということは捕獲頭数が多いということは被害が

増えておるということだと思うんですけども、こうしたことについて、登録者数をもっともっ

と増やしていかなきゃならないと思うわけでありますけども、こうした町全体としてもっと積

極的な取り組みが要るのではなかろうかと。このことについては１頭当たりの駆除経費、これ

を増やしていくべきではなかろうかという質問を９月にいたしましたけども、財政的な面から、

現状でいかせていただきたいということでありました。しかし、こうしたせっかく狩猟登録を

されても、その中で、この表にもありますようにゼロ頭というのがありますね、１頭も獲って

ないという方、芸北でいえば、平成３０年度、登録者数１９人のうちイノシシは全くとってな

い人が７人、シカを全く獲ってない人が１８人ということは、１人しかシカは獲ってないとい

うことなんですよ。このように全体的に見ても、全くゼロ頭と、獲ってないという方も随分と

おられるということなんです。このことについて、１年間の登録費用は１万５７００円ほど要

ります。あるいは、それは登録経費であって、あるいは道具を買ったり、いろんなことされれ

ば何がしかの経費かかるわけですね。登録はしているが、全く１頭も獲ってないという人は、

全くこれが無駄になってしまうわけです。わずかな金だと言ってしまえばそれですが、私はわ

ずかではないと思うんです。そういう給与所得がなかなか伸びていかない中で、伸びているん

かもしれませんけども、苦労されてる中で、１万５７００円か２万円の金が全くなくなってし

まうということですから、こうした１頭も獲っていない、あるいは捕獲頭数は少ない。こうい

うことについて調査されたことはありますか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 狩猟期における捕獲実績について、過去３年の実績によりますと、５割

から７割の方の狩猟者の捕獲実績がありません。その理由についての調査ですけども、これは

いたしておりません。推定される理由でございますけども、狩猟目的だけではなくて、有害鳥

獣捕獲、有害期による捕獲、これを目的として狩猟登録された方が多いのではないかというふ

うなことも推測をしております。以上です。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） 目的がちょっと違うということかもしれませんけども、こうした捕獲実績

があるということは、まだまだ山林や至るところにこうしたイノシシ、シカ、また、ほかのも

のもあるかもしれませんけども、たくさん住みついておると。イノシシの場合、１頭の出産頭

数が５頭、６頭、７頭ぐらいあると。シカは１頭という話は聞いておりますが、やはり増え続

けておるこの実態、こうした中で、そうした方々をもっともっと積極的にイノシシ、シカの駆

除に参加していただけないものかどうなのか、せっかく狩猟免許を取得されたわけですから、

これをこのまま放置しておくのはもったいない話でありますし、また、大きな損失でもありま
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す。この点についてどういうふうにお考えでしょうか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 先ほど答弁させていただきましたように、目的が違うケースもございま

す。狩猟期だけでは判断できないこともあるかと思います。有害期におきまして、それらの方

が一生懸命捕獲されているということもあります。ただし、冒頭のご質問にあったように、な

かなか伸びていかない、狩猟免許を取得される方がそんなに多くならない。ご高齢の方があっ

て、また免許返納される方もいらっしゃる。それがベースになって狩猟登録をされているわけ

で、当然そちらのほうも伸びていかないというふうに思っております。やはりここは捕獲とい

うことに大変重点を置きながらやっていきたいと思います。その第一歩としまして、免許、こ

れをとにかくたくさんの人に取ってもらって、それから捕獲のほうを進めていく、これはソフ

ト的なところできたひろ学び塾で、しっかり情報交換、取得してもらって、技術を向上してい

ただきたいと、このように考えております。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） 駆除にしても捕獲にしても、命あるものを殺すわけですから、そうした以

上は食する、ジビエ料理ということもありますけども、命あるものを殺したんなら、とことん

食べてやろうと。それが供養になるのではなかろうかと思うわけです。なかなか解体するのも

技術も要ります。時間もかかります。後始末もあります。こうした中で、駆除はしたけど、ど

うしようもないから、そうした方々、他の方々に持って帰っていただくという方も結構おられ

るのではないかと思うわけです。このデータの中には年間３０頭以上捕獲されている方も随分

とおられます。私も狩猟免許を取って、解体について、一度ほど先輩の猟師というか、そうし

た方から教えていただいて解体処理をしておりますけども、１年に１回、２回では忘れてしま

うということもあります。やはりそうした現場に多く経験することが上手になっていく、また、

解体した肉も粗末にならずに、きれいに処理できるということもあります。こうした多く捕獲

されている方々、この方々、やはり何らかの方法で、そうした解体処理の仕方、タイミングは

ありますけども、これは机上でやるよりも実地で経験されたほうが一番手っ取り早い。こうし

たことを講習会と銘打つまでもなくて、やはりそうした解体、これをするんで、参加者を募っ

て、やはりとことんこうした狩猟に対する知識、捕獲ばかりじゃなく解体まで含めてやられる

べきではなかろうかと思いますが、その点いかがですか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 解体については、人の口に入るということがあります。保健衛生上の問

題とか、いろいろありますので、すぐできるとか、行政の研修会でできるというのはかなわな

いんかなというふうなことは思っております。ただ、捕獲に関しましては、年間かなり多数獲

られる方がいらっしゃいます。それは恐らく技術があろうと思いますので、これらの技術を学

ぶことが重要であると考えております。今年度、学び塾の講座において猟友会の方、それから

駆除班の方を招いて箱わなの組み立て、設置方法、あるいは止め刺し等についての野外の講習

会を開催しております。来年度においても同様の実地講習会を開催する予定でございます。そ

のときに現地経験も豊富で捕獲技術の高い方へのこの講習会のご協力をお願いしたいというふ

うに考えております。以上です。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） そうした捕獲技術というのは、かなり重要になってまいります。これは箱
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わなでしたら、設置場所、それからえさ、えさの設置の仕方、あるいはどういう仕掛けをする

のか、地面すれすれに置くのか、上にワイヤー、コードを張るのか、そうしたことをマンツー

マンででもやっていかないとなかなか覚えていけない。このことについては、行政側で大いに

取り組んでいただきたい。それと同時に解体については、これは人の食するものですからと、

しかし、販売目的ではないわけですから、販売となると、そうした解体所、加工所を設けない

と販売できませんけども、やはり我々はそうしたのを、せっかく命あるものをいただくわけで

すから、とことん食べていく、きれいに処理していく、そしてきれいにしてもらっていただく

ということがいいと思うわけですが、これは行政としてなかなか取り組みにくい面があるわけ

ですか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 野生獣の肉につきましては、例えばダニ等の付着があって、それによる

紅斑熱というんですか、病気の問題等がありますし、肉につきましてもウイルスの問題がござ

います。そこらをどういうふうにクリアして、皆さんにお伝えできるかというとこが重要にな

ってこようかと思います。その点、現時点ではそういうふうなものについての知見がありませ

んので、今のところは難しいかなというふうに思っておるところでございます。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） 今、答弁にあったようなことは、非常に大きな問題なんですね、解体する

ときには。確かにダニ、そういったものが付着しておる。ウイルスの関係もある。ですから、

解体するときには服装ですね、ダニの付かないような服装でやるとか、あるいは解体するとき

にもナイフで、きちっとした手袋をはめて、手に傷を付けないようにするとか、血液のウイル

スが感染してもいけませんけども、そうした技術講習というのがなければ、素人としての、素

人といってはおこがましいかもしれませんけども、個人個人が取り組んでやられる方を、そし

て伝承していくだけで、このことについては、皆さんでこういう講習をやりながら、そうした

技術を高めていくということが必要ではないかと思うわけです。これは、ダニを家の中に持っ

て入らない、解体するときも多くで関わらずに１人か２人でやる、ナイフを使うわけですから、

相手に、他の人に傷付けてもいきませんし、自分に傷付けてもいけない。そうした注意を払い

ながら解体するわけですから、できるだけ多くの方がどういったことを、どういった方法でナ

イフもどういったものを使いながら、いろんな知恵がそこへ出てくると思うんです。今では、

特定の方から教わったのをまた次の方に教えていくと。多くの方の知恵が入ってきませんけど

も、やはりこうした問題は、行政でしっかりやっていかれるべきではなかろうかと思いますけ

ども、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 先ほど申し上げましたように、行政がこうするというところで、実施す

るのは大変難しいのではないかというのが今の思いでございます。病気のリスクとか、そこら

のところを完全に制御して、それから講習するのは、制御すればできるかも分かりませんけど

も、そこのところは行政としてやるというのは難しいと思います。ただ、先ほどあったきたひ

ろ学び塾等によります仲間が増えると、担い手の連携が多くなるというところの中で、そうい

う点については情報共有をしていただきたいと思います。あくまでも、自分で獲ったものを自

分で処理するのはご自分の自由でございます。そこらのリスクを考えながら、解体処理のほう

はしていただければというふうに思います。
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○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） 解体の技術的な問題についての講習は、なかなか難しいということであり

ますけども、多くの方の技術というものは、そうしたものを結集することが必要だと思うんで

す。できれば、困難であるということですが、やはり難しいということでありますが、そこを

克服できればこうしたことを取り組んでいただきたい。そのことが解体技術の向上にもつなが

ってくるわけです。次の質問にまいります。狩猟者の方が非常に高齢化してきておられると。

６０歳以上の方が約７０％以上なんですね。中には８０代の方もおられる。６０代の方が４０

人、７０代の方がまた４０人おられますが、元気な方であれば狩猟に関わることは可能であっ

て、もっと積極的な人材の育成が必要ではないかと思うわけです。狩猟免許を取って挑戦して

いただきたいと思うわけです。これは、この表の中の下段の右側、年齢別登録者数というとこ

ろを見ていただければ分かると思いますけども、６０代、これが４０人、７０代が４０人、８

０代が７人、元気でおられれば、これに関わっていくことはできると。反面そうした若年層の

方が非常に少ないと。これはお仕事があるということで、致し方ないかもしれませんけども、

やはりこうした方々で何とかできるものなら、この狩猟ということについては、駆除というこ

とについては、好きとか嫌いとかいうことも確かに大いに左右しますが、地域を守っていくん

だと、自分たちの地域は自分たちで守る。自分たちでつくる。そうした地域づくり、これに関

わることでありますから、好きとか嫌いとか、確かにおられます。檻に入ったものを殺処分す

るときに見にこられて、殺す現場を見ると青くなって逃げられた方もあります。そうした方も、

肉は食べると聞いたら、肉は食べますよと。いい加減にせえやと言いたくなりますけども、肉

が食べたいとか食べたくないとかではなくて、地域をどうやって守るんか、農業をどうやって

守るんかという視点から考えていただいて、狩猟免許を多く取っていただきたいわけでありま

す。そうした面から、先ほどのコマーシャルとか啓蒙の話になりますけども、狩猟免許を取り

ませんか、そして捕獲に関わりませんかと、駆除に関わりませんかということではなくて、や

はり自分たちの地域は自分たちが守るんですよと。行政がそこへ行って、捕獲するわけにまい

りませんから、行政は、側面的に１頭当たり処分費をいくらあげましょうとか、そういったと

ころにしかできないわけです。だから啓蒙の仕方も地域をどうつくるのかと、地域をどう守る

のかと、そういったところから、コマーシャル、啓蒙活動されたことはありませんか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） ご質問のように、高齢者の方が狩猟登録されて、狩猟する方もたくさん

いらっしゃいます。ご提出いただいた資料においても、そのことが表れていると思います。大

変町としてもありがたく思っているところでございます。しかしながら、高齢というところが

ありますので、同時に後継者の育成をやっていきたいと思います。そのときに考えるに、ご質

問のように、地域を守るというスタンスで、この捕獲についての活動について取り組んでいき

たいというふうに願っております。口で言うばかりではあれなんで、来年度、２年度におきま

しては、これまでの捕獲柵の補助、それから箱わなの補助というのがこれまでありましたけど

も、さらに箱わなの無償貸与、これは地域に対しての無償貸与ということも今検討しておりま

すし、また予算案のほうに上げさせていただいておるところでございます。地域ぐるみで、地

域を守るために捕獲をしてみませんかという形での啓蒙、これを進めてまいりたいというふう

に思っております。

○議長（宮本裕之） 中田議員。
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○１４番（中田節雄） ぜひとも狩猟であるとか、駆除であるとか、そういうことに、ストレート

に言いますと、ちょっと抵抗感がある方もおられるかもしれません。やはり私たちの地域は自

分で守るんだというスタンスの中で、このことはあるんだということで取り組んでいただきた

い。そうすれば、また認識も変わるかもしれません。それによってまた、じゃあ道具がないん

だということになれば、箱わなの貸与、これ何基ぐらいほど想定されるか知りませんけども、

実際、箱わなもたくさん仕掛けるほどその入る数高くなりますので、ぜひとも貸与する箱わな

自体を多く確保していただきたいと思っております。これで最後の質問になりますけども、獣

の被害というのは、高齢者とか生活環境の変化によって、里山に人が入れなくなったと。山の

手入れもされなくなったということにも要因があろうかと思います。そのことは獣のテリトリ

ーが増えてくると、福島の原発でも避難地区あって、そこには人がいないということから、獣

のすみかとなって、イノシシ、そういったものが繁殖し、そこへ入ろうとすると、イノシシが

道の真ん中で威嚇すると、ここは我々のテリトリーであるといったことがテレビで報道されて

おりました。そういうふうに山に入るのも非常に怖い思いがするわけでありますけども、山へ

の関心が非常に薄らいでおります。そのことが林道の整備であるとか作業道の整備、里山林の

整備を含めて、地域の人たちが山に入りやすい環境を整備しなきゃなりません。里山林の整備

も全町に広げていくという話がございましたけども、やはりこうしたことをやりながら、山に

関心を持っていただく、そして、山の価値を見い出していただくと、そういうところから始め

ていくべきではなかろうかと思います。やはり里山林と言いますが、山が集落に迫ってくると。

だんだん手入れがされてないんで。以前は、里山林の整備はかなり行き届いておりましたけど

も、最近はそれがされてないと。そうしたことによって獣が出没が多くなる。農産物に被害が

出る。産直市の販売する物品が少なくなる。こうしたことから、負の連鎖に入ってしまう。こ

れをどこで断ち切るかということ、このことが今我々に求められているんではなかろうかと思

いますけども、こうしたことについて、最後にこの問題については、町長いかにお考えでしょ

うか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 議員ご質問のとおり、人と獣のせめぎ合いというところがあります。そ

の対策の一つとして、里山の手入れを行ってバッファゾーンを作るということも出没抑制につ

ながると言われております。ぜひ、皆様にこの取り組みをお願いしたいというふうに考えてお

ります。また、山の関係ですけども、森の価値を見直していただくためにも適切な森林管理、

これを推進して、持続的な経営を行えるようにしていきたいと思います。また、木が周りにた

くさんあるような状況を作るため、積極的な国産材の利用、これが図られるように取り組んで

まいりたいと思います。高齢化については、止めることはできませんけれども、有害鳥獣につ

いては、先ほどありましたような獣が人里に近づきにくい環境づくりとか侵入防止柵の設置、

捕獲の推進、この３点により、食い止めることが可能であると思います。さらに先ほどお答え

しましたように、集落ぐるみで、これらを実施することが効果的であるということも県内外の

先進事例で紹介をされております。町の支援策をぜひ活用していただきまして、集落ぐるみで

取り組んでいただいて農産物をしっかりと生産していただきますようお願いしたいと思ってお

ります。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） 模範答弁なんですけど、里山林整備とか、いろんなことについて集落ぐる
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みでということがありましたけども、既にもう集落が崩壊に近い状態の中で、集落ぐるみの取

り組みがなかなかできないという実態もあるということを重々承知しておいていただきたい。

もう集落の中で病人であるとか、お年寄りの一人暮らしであるとか、そういったところが非常

に多い。集落として成り立つか成り立たないかという際どいところの中で、集落ぐるみでと、

簡単に言葉を出されても、ちょっと抵抗があるところもあるわけです。そのことは承知してお

いていただきたいと思います。続いて２点目の質問に入ります。雪不足による芸北地域の経済

対策は、いかにされるのかということであります。温暖化が進行し、地球規模での異常気象が

発生しております。干ばつであるとか火災であるとか豪雨等が世界各地で発生しております。

この地域は雪不足でありますけども、オーストラリアのように自然発火の火災、これは大変な

ことなんですけどね。そういうふうに温暖化の現象で何が起きてくるのか、全く予想がつかな

いということで、本町では、こうした日本全体的に積雪量が少なかったというのはあるんです

が、最近になってちょっと降ったり、何か積もったなという感じが昨日辺りはちょっとしてお

りましたけども、私も今年は全くスタッドレスタイヤ履かなかった。こういうことはないんで

すけどね。それだけ温暖化なのか、異常気象なのか分かりませんけども、芸北以外のところで

は、雪が降らないということについては、非常に楽に過ごすことができたということになるわ

けですけども、芸北地域の中では、毎年積雪量が多いものとして、雪に依存した生活設計をさ

れておって、経済もスキー場を始めとして建設業、農業等で、昨年に続いて雪不足は大きな問

題であって、既にスキー場を始め建設業、農業等で大きなダメージを受けておられます。スキ

ー場にしても、もう廃業を検討されているところもあるようであります。スキー場があるかな

いかによって、ここに関わる仕事というのは多種多様でありまして、芸北地域にとっては大き

な経済的損失をもたらしているわけであります。まさに死活問題と。芸北地域、何軒かこうし

たお店屋さんとこへ訪ねていきましても、スキー場がないおかげで、大学生とかそういった若

い方が交流や来客が少ないと、スキー場で物を買えば高いんで、そうしたところから買ってい

かれるということも言われておりましたし、機械の販売店あたりでは、除雪機械が全く売れな

いと。売りにいこうというても、そうしたことはできないと、雪がないんだから。雪があれば、

除雪機械を動かす中で、部品が故障したとか、そういったことの中で、てんやわんやするんだ

と。まさに、これは死活問題なんだ、何とかしてくれという声がたくさん聞きます。それと民

宿の方もほとんどキャンセルだと。民宿へも、いろんな物は納品されますけど、そういった仕

事もないと。融資の話もあるが、もう年が多いんで、融資も受けられんと、返す目途がないと。

こういった八方ふさがり的な悲壮感ある声がたくさんいただいております。こうした芸北地域

について、大きな大災害、こうした目に見える災害ではありませんけども、まさに深刻な悩み

をもたらしておるわけであります。こうしたことについて、何らかの支援策が必要ではないの

か。この時期だからこそ、何らかのことが要るんではなかろうか。芸北地域の方は、まあ千代

田のほうはええよと。もうちょっと辺地にも目を向けてほしいと。辺地じゃないじゃないです

かというと、いや千代田から比べれば大変なんだ、やっぱり地域格差がひどいと。もうちょっ

と何とかならんのかといった声を聞くわけであります。こうしたことについて、私たちも議会

の中でも考えていかなければなりませんけども、じゃあ何ができるのかと自問自答する中で、

なかなか答えが出てこない。行政としても非常に難しい立場であろうとは思いますけども、何

らかの方策、何らかの手立て、これをしていかなければいけないのではなかろうかと思います

けども、町長の見解を伺います。
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○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 今年の冬は記録的な暖冬となりまして、当町の冬季の大きな観光の

柱でございますスキー場に関連する観光産業及び降雪により発生する業務や雇用等、芸北地域

を始め町内の経済活動は大きなマイナスの影響を受けております。特にスキー場につきまして

は、昨シーズンも暖冬であったため、２年連続の雪不足となり、関連産業は深刻な状況にある

と認識しております。こうした状況を踏まえて、観光産業につきましては、広島県に対しまし

て、スキー場関係者と関係市町が共同で、異常気象災害による雪不足の緊急経済支援対策につ

いて要望活動を１月３１日に行っております。これを受けまして、県の対応といたしまして、

県費預託融資制度の緊急対応融資が利用可能となるよう対応していただいております。これに

つきましては、スキー場のみではなく、今回暖冬に伴います減収に対して、そういった事業者

に対する融資が可能という項目を入れていただいたということでございます。また、スキー場

につきましては、広島県と関係市町で組織しております広島雪山誘客促進協議会による支援を

行っております。各スキー場におかれましては、冬季以外の活用に向けた取り組みも進めてお

られます。こうした動きを後押しできるよう事業者と情報共有を図り、誘客の実施に向けた支

援に取り組んでまいりたいと考えております。当町にとって、冬季の観光の大きな柱でありま

すスキー産業の振興に向け、町内のスキー場で構成されておりますスキー場連絡協議会と意見

交換を行いまして、可能な支援策について協議を進めてまいりたいと考えております。また、

旅館民宿業振興協会もありますので、民宿等に対しましては、そういった方との協議を進めて、

可能な施策について調査し、対応してまいりたいと考えております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 中田議員。

○１４番（中田節雄） 県との協議もされておるということのようでありますけども、融資のこと

はありました。これ融資もありがたい話でありますけども、使える方と使えない方があると。

既にご高齢の方は、やはりもうどうしようかと、来年もこうだったら、返す当てがないと、私

ももう年が多いから、どうしようかと。これで質問終わります。

○議長（宮本裕之） これで、中田議員の質問を終わります。暫時休憩します。１１時２０分まで

とします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １１時 １１分 休 憩

午前 １１時 ２０分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開します。次に、９番、亀岡議員。

○９番（亀岡純一） ９番、亀岡純一です。広い意味で、有事に町民の生命と財産を守るという観

点から、町としての危機管理に対する姿勢について質問いたします。このところ危機管理と聞

きますと、私個人的には、数年続いている気候変動による自然災害、特に豪雨災害への対応を、

町職員の皆さんが総動員体制で取り組んでおられる。そういう姿を連想しますが、今回は、新
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型コロナウイルス感染症対策と、それから有害鳥獣対策を具体に取り上げて質問いたします。

特に今回のコロナウイルスについては分からないことがたくさんありまして、ほとんど分から

ないことばっかりという状況の中で、必要以上に不安が募るという状況があったと思います。

ここでは、その不安をあおるのではなく、町として最大限の取り組みをされていること、また、

その決意の一端をお聞きし、共有し、よく理解して、この危機を共に一丸となって冷静な判断

で、また冷静な対応で乗り越えていこうという思いを込めて質問いたします。それでは、まず

新型コロナウイルス感染症についてでありますけども、中国の武漢市で第１例目の感染者が報

告されたのが昨年の１２月であります。武漢市が市内全域の交通機関に加え、同市を出発する

航空便や鉄道の運行を停止、駅や高速道路も閉鎖して、１０００万人を超える市民に実質的な

移動制限をかけて封鎖されたのが今年１月２３日です。その後、イタリアでの感染者急増を受

けて、それまで楽観的な見方をしていた国際金融市場も２月２４日、２５日と株価下落が伝え

られ、その後は一気に世界中に感染が拡大していったという状況であります。それを受けて３

月１２日には、ＷＨＯがコロナウイルスはパンデミックと言えるというふうに述べて、世界的

な大流行になっているとの認識を示した上で、各国に対策の強化を訴えました。パンデミック

というのは世界的な流行ということでありますけども、過去の歴史を少し遡ってみますと、１

４世紀にヨーロッパで大流行したペストであるとか、それから１６世紀に南北アメリカ大陸で

猛威を奮った天然痘であるとか、あるいは１９世紀から２０世紀にかけて大流行したコレラで

あるとか、こういったもの、あるいは１９１８年、１９１９年のスペイン風邪と、そういった

ものがパンデミックというふうに言われておりますが、これに匹敵するような内容で今回流行

しているということであります。日本では、２月２４日に新型コロナウイルス感染症対策専門

家会議の見解が出され、２５日に政府が社会への影響を最小限にするための基本方針を決定し

ました。続く２６日には、首相官邸で開かれた政府の新型コロナウイルス感染症対策本部の会

合で、安倍首相が国内のスポーツ、文化イベントの開催を２週間自粛するよう要請しました。

また、２７日には、全国すべての小中学校と特別支援学校について、３月２日から春休みに入

るまで臨時休校するよう要請しました。そして、さらにその後、３月９日の専門家会議では、

本日までの日本の状況は、爆発的な感染拡大には進んでおらず、一定程度持ちこたえているの

ではないかと考える。しかしながら、依然として警戒を緩めることはできないと見解を発表さ

れております。また、３月１０日には、政府の対策本部が緊急対応策第１弾１５３億円に加え

て、第２弾として４３０８億円の財政措置を講ずること、併せて資金繰り対策等に万全を期す

ため、日本政策金融公庫等に総額１兆６０００億円規模の金融措置を講ずると発表しました。

また昨日は、日銀が金融政策決定会合を前倒しで開催し、追加の金融緩和策を決めたとの報道

もされています。さらに３月１３日には、新型コロナウイルス対策の特別措置法が成立し、さ

らなる感染拡大に備え、総理大臣が緊急事態宣言を行い、都道府県知事が外出の自粛や学校の

休校などの要請、指示を行うことが可能になりました。これは、中国での鳥インフルエンザの

感染拡大を踏まえて２０１２年に成立し、２０１３年に施行された新型インフルエンザ等対策

特別措置法を改正したものであります。このような流れの中、このたびの町長の施政方針にも、

国、県からの情報や新型インフルエンザ等の行動計画に基づき、町民、事業者、各施設等と情

報共有を図り、適切な行動につなげていくと取り上げられていますので、その対応について質

問します。まず、この件に関して、野球や相撲の無観客試合や春の選抜高校野球中止など、日

本全体に大きな影響が出ています。これまでに我が町において町民生活にはどのような分野で、



- 16 -

どのような影響がどのぐらいあったのかということについて、まずはお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 保健課からご答弁させていただきます。町は、厚生労働省のイベント

の開催に関する国民の皆様へのメッセージでありますとか、国の感染対策の基本方針、また３

月の専門家会議などの意見などから、新型コロナウイルスの感染の拡大防止のため、３月末ま

で町主催のイベントや会議などの開催を延期、または中止しております。併せて、地域づくり

センター等の会議室の利用も中止にしております。これらの関係者の方、町民の皆様には影響

が出ているところでございます。併せて、現時点の町民生活への影響としましては、特別養護

老人ホームなどの面会制限など高齢者施設等においての影響でございますとか、町内公立小中

学校の休校に伴う保護者や学校現場、児童生徒への影響、また、マスクや消毒液などの衛生品

の不足など、多岐にわたり影響が出てきている状況にあると思っております。以上でございま

す。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 現状の認識をお伺いいたしましたが、それでは、まだこの状況が続いている

状況の中で、今後さらにどのような影響があると想定されるかというところを、町としての認

識をお伺いしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 今後の影響でございます。今後の影響として想定されることは、まず

１つに、事業者の従業員の罹患などにより、一定期間事業者のサービス提供水準が相当程度低

下する可能性があることでありますとか、地域で患者数が大幅に増えたときには、医療提供体

制の確保など、町民の日常生活に大きく影響を及ぼすことが予測されます。そのため、町民に

は正確な情報でありますとか感染防止対策の内容を伝え、注意喚起に努めることが重要と認識

しております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） そういった問題に対する注意喚起とか情報の提供ということについて、現時

点でとられている内容について説明していただけますか。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 現時点においての注意喚起でございます。きたひろネット放送の音声

放送でございますとか文字放送、併せて町ホームページに、定期的に新型コロナウイルスに関

する感染拡大を防ぐ行動について載せております。住民の方にはそちらのほう、併せて地域づ

くり協議会でありますとか、区長等のほうにも文書を今後送っていく予定でございます。以上

でございます。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 現在、きたひろネットであるとか、それからホームページ、また防災無線等

も使われておることを承知しております。さらには、区長文書のほうでも文書がなされる予定

であるということでありましたけども、この件について、平成２６年に北広島町新型インフル

エンザ等対策行動計画というものが策定されております。これが施政方針の中にもあったよう

に、この計画に基づいてというような話がありましたけども、これを簡単に説明していただい

た上で、この度の問題にこれがどのように適用できるか、あるいはこれを超えた、さらなる町

としての対応の必要性についてお伺いいたします。
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○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 北広島町の新型インフルエンザ等対策行動計画でございます。こちら

は、国、県の行動計画に準じまして、平成２６年に策定をいたしました。この町行動計画は、

新型インフルエンザ等対策の２つの主たる目的でございます感染拡大を可能な限り抑制し、町

民の生命及び健康を保護すること及び町民生活、及び経済に及ぼす影響が最小となるようにす

ることを達成するための具体的な対策について、発生段階ごとに実施体制、情報収集、情報提

供、蔓延防止に関する措置等について、６項目に分けて策定をしております。今回の新型コロ

ナウイルス感染症対策におきましても、この行動計画に準じて町の対応を行っているところで

ございます。現時点では、県内早期、ごく早期だと捉えておりますが、国や県を通じ必要な情

報を収集し、感染拡大防止策の内容を町民へ情報提供し、注意喚起を図っているところでござ

います。今後、仮に町内におきまして発生した場合は、感染拡大を可能な限り抑制し、町民の

生命及び健康を保護すること、町民の生活及び経済に及ぼす影響が最小となるようにすること

に努めてまいります。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） そういった内容、感染拡大を可能な限り抑制するであるとか、あるいは経済

への影響を最小限に食い止めるといったことは、既に計画として練られているということであ

ると思いますが、願わくば、こういったことが適用することがないうちに終息してもらいたい

ものではありますけども、既に、先ほどの影響のところでも説明していただいたように、町内

でさまざまなところで影響が出ていると認識しております。先ほどの同僚議員の質問の中で、

雪不足による経済への影響という話もありましたけども、民宿などにおいては、さらにこのコ

ロナウイルスの問題で、インバウンドのお客さんが全くなくなったとか、あるいは国内からの

予約についても全くなくなってきているというダブルパンチ、追い打ちをかけたような状態に

もなっているのが現状であります。こうした中で、一番新しいニュースとして、広島県が昨日、

新型コロナウイルス感染症の緊急対策を盛り込んだ１０億１０００万円の２０１９年度一般会

計補正予算案をまとめたということが報道されております。これが１７日に追加提案、本日で

ありますけども、追加提案される予定である。これは、このコロナウイルスの問題に対して、

県内の商工団体と連携した中小事業者など向けの相談窓口の体制強化に３億６９００万円を計

上するなど、貯金である財政調整基金を１１億１０００万円取り崩して行うというようなこと

が報道されております。我が町においても、こういった単に、ただコロナウイルスに直接感染

して、それによる医療的な措置だけではなくて、その影響を受けた事業者への対策等といった

ことについては、また、多方面から検討していかなければならないと思うのでありますけども、

そういった事態に対して、町として補正予算を組んででも、臨時議会を開いてでも取り組もう

という姿勢があるかどうか、その決意をお伺いしてみたいと思います。これは特に通告してい

るわけではありませんが、答弁いただければお願いいたします。

○議長（宮本裕之） 副町長。

○副町長（中原健） コロナウイルス関係におきまして、いろいろな町民へ影響が出ているという

ことは認識しておりまして、これによりまして、いろいろと対策を講じていく必要性も感じて

おります。おっしゃられましたように、どういった対策で、どういった行動をとればいいのか

ということは、対策会議の中で十分詰めをしまして、これからの行動に移っていきたいとは思

いますけれども、今言われました補正予算等必要なものが出てくれば、当然補正予算なり何な
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りを組みまして、議会のほうに諮らせていただきたいというふうに思います。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） ありがとうございます。先般の予算審査委員会でも副町長から答弁がありま

したけども、このことは生死に関わる問題でもあり、最大限の努力をして予算枠を確保してい

きたいというお言葉は既にいただいているところであります。一丸となって、この問題に取り

組んでいければというふうに思いますが、また、町の体制として、この北広島町新型コロナウ

イルス感染症対策本部というのが２月２５日に既に設置されておるようでありますが、これが

何回かもう会議を重ねられているということはお聞きしております。そうしたところで、現時

点で、町が専門家会議の見解や国、県等からの情報を基に、改めて町民の皆さんに伝えておき

たいと、お願いしておきたいということがあればお願いいたします。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 改めて、町民の皆様にお伝えしたいことでございます。国の新型コロ

ナウイルス感染症対策の基本方針にもございますように、新型コロナウイルスの感染の拡大を

防ぐには、今がとても重要な時期でございます。現時点での感染の発生状況を踏まえますと、

例えば屋内など換気の悪い空間で、お互いの距離が十分にとれない状況で一定時間にいること

が感染リスクを高めるとされております。そのため、人ごみの多いところは避けていただくな

どの注意をより一層していただきますとともに、季節性インフルエンザの予防と同じように、

小まめな手洗いと、咳エチケットの徹底をお願いいたします。併せて、とても新型コロナウイ

ルスに関しましては心配がございます。しかし、症状がなくても感染している可能性はござい

ますが、症状がないのに心配だからといって、すぐに医療機関を受診するという行動をとるの

ではなくて、まずは、感染予防の徹底を心がけていただくこと、併せて町のほうで、先ほども

申しましたように、きたひろネット放送でありますとか、ホームページのほうにも感染拡大防

止の行動のことについて載せておりますので、そちらのほうを参考にしていただいて、感染拡

大防止の行動を一人ひとりがとっていただくことをお願いいたします。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 町民の皆様にも既に放送を通じて、もう耳にたこができるぐらいこの話は聞

かれていると思いますけども、この感染拡大を防ぐために人ごみの多いところを避けるとか、

小まめな手洗い、咳エチケットをするとか、基本的なところをしっかりと守った上で、また、

冷静にこの問題に取り組んで、これを乗り越えていきたいというふうに思います。次に、有害

鳥獣対策についてであります。先ほどの同僚議員の質問と重なるところが、項目としてはあり

ますが、なるべく項目として重ならないところで質問していきたいと思います。農林水産省、

農林振興局の資料を見てみますと、野生鳥獣による日本全体の農作物被害額は、平成３０年度

で１５８億円、全体の約７割がシカ、イノシシ、サルであるというふうに言われてます。鳥獣

被害は、営農意欲の減退、耕作放棄や農業離れの増加、さらには森林の下層植生の消失等によ

る土壌流出、希少植物の食害、車両との衝突事故の被害、こういったものをもたらす。その被

害額として数字に表れる以上に農山漁村にとっては深刻な影響を及ぼしているのは皆さんご存

じのとおりであります。議会報告会や農業委員会から上がってくる町民の皆さんの声にも、こ

の獣害、特にイノシシとかシカとかの農業への被害の深刻さが伺えるわけであります。私は、

この有害鳥獣の問題が非常に大きくて深刻な問題であると感じています。今定例会での先ほど

の同僚議員の質問も含めて、これまでに多くの議員によって質問や提言がなされております。
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この農業従事者にとって重大な危機に瀕しているといっても過言ではないこの問題に対して、

一つ今回の施政方針の中で、この件については、いささかも取り上げられてなかったことが残

念ではあります。農業は北広島町における基幹産業であるというふうに、町の書き物の中にも

うたわれてあります。そうした状況で、現在の対策の取り組みというのは、まだ少し認識が甘

過ぎるのではないか。先ほどの農林課長の答弁の中には、農業振興において大きな問題である

というふうに捉えておられるようでありますけども、この辺のところの町としての見解を今一

度お伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 野生鳥獣による被害は農作物生産だけではなく、営農意欲の減退なども

含めて、町といたしましても甚大であるというふうに認識しております。このことから、有害

鳥獣対策事業により、侵入防止や捕獲対策、これらを進めているところでございます。また、

捕獲班にお願いして捕獲活動も引き続き実施しております。いずれにしても、本町農業に影響

する重要課題の一つとして認識しているところでございます。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 重要課題の一つとして認識していただいているということは分かりましたが、

もっとこれを取り組んでいただきたいという気持ちがあります。少し、先ほどの同僚議員の質

問と重ならないところで、ピンポイントの質問になるかと思いますが、１点お伺いしてみたい

と思います。広島県の猟法禁止区域というものがございます。ここのその中に、くくりわな架

設禁止とされている区域がありまして、この北広島町のほとんどがそれに含まれている状況で

す。わずかに中国自動車道の南側だけが禁止区域から外れているわけでありますが、これが施

行されるに至った理由と、その経緯についてお伺いしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） くくりわな猟法の禁止区域については、現在、広島市安佐北区、佐伯区

の一部、廿日市市吉和、安芸太田町、北広島町の一部が指定されているところでございます。

区域の設置は、第１種特定鳥獣であるツキノワグマ保護管理計画に基づいて指定されたもので

ございます。第１種特定鳥獣とは、その地域で生息数が著しく減少している鳥獣を指し、ツキ

ノワグマは、西中国山地一帯で孤立して分布していることから、その保護を図るため計画が策

定をされております。ツキノワグマの生息域におきましては、その錯誤捕獲を防ぐため、くく

りわな架設禁止区域とされたものです。区域の設定は、平成７年に当時の芸北町と戸河内町で

設定され、その後、吉和、加計、豊平、大朝が設定され、平成１７年には、北広島町千代田地

区の一部が指定され、現在に至っております。先ほど申し上げましたように、区域設定は、ツ

キノワグマの錯誤捕獲に、特に注意が必要な箇所として恒常的分布域が指定されたものでござ

います。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） ツキノワグマの錯誤捕獲、要するに間違えてツキノワグマを獲ってしまわな

いようにと、そういうことですね。であれば、これ平成７年にそういうことが出されたという

ことでありますが、それから既に２０年以上は経過しているわけでありますけども、その後、

ツキノワグマの生息数だとか、実態の調査については、どの程度の保護管理の状態にあるか分

かればお願いいたします。

○議長（宮本裕之） 農林課長。
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○農林課長（落合幸治） 生息数については、県の調査があると思うんですけども、手元にはデー

タがございません。ただし、生息区域、これについては、だんだんと拡大しているというふう

なことを県の担当者のほうから伺っているところでございます。以上です。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） そうした中で、くくりわなというものを使うことができたならば、今問題に

なっているイノシシの捕獲について、もっともっと大量に捕獲はできるであろうというような

話をよく聞きます。非常に歯がゆい思いをして、みすみすイノシシの被害を見逃さざるを得な

いというような状況であるというふうにもよく聞くんでありますけども、これが県の境を越え

た島根県ではそのような規制がないという状況で、このくくりわなを使って捕獲がなされてい

るということも聞きます。ちなみに、くくりわなというのは、ワイヤーとバネ等を使って、比

較的安価に仕掛けることができるということで、箱わなが、例えば１つ作るのに１０万円ぐら

いかかるのであれば、それよりは格段に安いコストでできるということで、大量に仕掛けるこ

ともできるというようなこともあるようでありますけども、このようなことがツキノワグマの

保護という観点であったとするならば、もっともっとツキノワグマの実態調査というものをし

た上で、実態に合った状況でやることが合理的ではないかというふうに思うわけであります。

これも県が決めていることであるということであれば、なかなかそれが難しいところもあるか

もしれませんが、何らかの方法で、県からくくりわなの使用許可を特定地域を限定してでも、

被害の甚大なところについて使用許可をしていただくとか、そういうことはできないのか、お

伺いしておきます。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 他県の状況については承知しておりませんけども、本県においては、く

くりわなの架設禁止区域については、ツキノワグマの錯誤捕獲の防止のため原則許可はしてお

りません。しかしながら、近年のイノシシやシカの生息域が広がっていることから、許可を行

う町としましては、猟期以外のところ、有害鳥獣の捕獲、これに限りくくりわなの使用につい

て一定の範囲内で許可をしているところです。ただし、くくりわなは箱わなと違いまして、誤

ってツキノワグマがかかったとき、わなの設置者等に大きな危険が伴うということがあります

ので、ツキノワグマが出没していることが確認された場所では設置は許可をしていない。そう

いう状況でございます。以上です。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 現実にツキノワグマが出没しているというところというのは、そういう危険

性があるだろうという状況であろうと思いますが、もう少しそれを科学的な根拠を持ってと言

いますか、実態調査でツキノワグマが一体どういう状況になっているのかということを明確に

してほしいというようなことを県に要請するとか、何らかそういう対策を働きかけをしていた

だくことができればなというふうに思いますけども、その点どうでしょうか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 頭数の把握とか、生息範囲につきましては、県のほうで、推定という形

ではありますけども、数字は持っていらっしゃると思います。ただ、ツキノワグマの保護だけ

ではなくて、やはり農業にとって、イノシシ、シカ等の有害鳥獣の問題というのは大変大きな

課題である、重要であるというふうに思っております。この点に鑑みて、県のほうにもそうい

うようなものを伝えてまいりたいと思いますし、先ほど申し上げましたように、禁止区域以外
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にあっても、ツキノワグマがそんなに頻繁に出ないことが確認されてないところについては、

くくりわなの許可を出して、しっかりととっていただくようにお願いしたいというふうに思っ

ております。以上です。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） いずれにしましても、この獣害対策ということは非常に大切なことであると

いうふうに思いますので、引き続き、その辺取り組みをお願いをしておきたいというふうに思

います。改めまして、町民の生命と健康、財産を守るという観点から、町としての危機管理に

対する姿勢をお伺いしたいのでありますけども、一つ、この危機管理の専門家の先生のお言葉

をお借りしてみますと、危機管理の鉄則というのは、最悪の事態を想定するということである

というふうに言われております。その例え話として、空振り三振はしても見逃し三振はするな

という、そういう態度であると。つまり新型ウイルスなどの感染症パンデミック対策において

も、常に最悪の事態を想定して、過剰な対応策となったとしても空振り三振を恐れず、対策の

一手を先行して打つということが求められるというふうに言われておりまして、これは非常に

同感するところであります。そのようなことも含めて、町としての、一言で危機管理と言いま

しても、いろんなところ、いろんな角度から見て、危機管理ということはあるかとは思います

けども、そうしたことに対して、町としての姿勢について所信をお伺いしたいと思います。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 危機管理に対する姿勢ということでございますので、危機管理課か

らお答えをいたします。危機の事象としまして、自然災害、大きな事故や事件、感染症、テロ、

武力攻撃などが挙げられます。近年の気象状況や世界情勢を見ますと、今後も想定を超える危

機が予測できます。とりわけ自然災害では、被害の最も大きくなった場合に、本町の脆弱な部

分を想定し、災害に強いまちに向け、北広島町国土強靱化地域計画を策定して、計画的に防

災・減災の取り組みを進めてまいります。また、近年は自然災害に限らず、いつどのような危

機が押し迫ってくるか分からない時代でございます。このような危機発生に迅速かつ的確に対

処し、町民の安全・安心を確保することが、行政としての重要課題であると考えております。

こうした対策を総合的に講じていくため、地域防災計画及び国民保護計画を基本としながら、

危機管理体制をさらに整備してまいります。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） ありがとうございます。折しもこの３月は、東北大震災がありましてから、

ちょうど９年という節目の時であります。そういった大震災に関連するテレビ番組等を見てお

りますと、なかなか予測できない事態に対して対応していくということは、口で言うほど簡単

ではないというふうに思うわけであります。特にそうした中で、危機的な状況に陥ったときに

みんなが右往左往することなく、整然とそれに対処していくということ、特に日本の国民性と

して、そういった日ごろからの秩序を保つということについては非常に優秀な民族として、

我々は自負してもいいのではないかというふうに思いますけれども、そういった国民性の上に、

さらに必要とされるのがリーダーシップということではないかというふうに思うわけでありま

す。そういう観点で、最後に、町長の危機管理に対する姿勢、その気概の一端と申しますか、

気概のほどを一言お伺いできればお願いいたします。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） この危機管理につきましては、ある程度を想定しながら計画を作っていくと
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いうことでありますので、想定外が起きたときにどうするかということも合わせて対策を練っ

ておかねばならないというふうには思っております。今回の新型コロナ対策につきましても、

まだ特効薬もない、特性も詳細はっきりしてないというような状況の中で、対策を打っていか

なければならないということでありまして、国あるいは県、ここらの対策に準じて、町として

のとれる体制をとっていくということになろうと思います。自然災害等につきましては、目で

見える災害でありますので、これまでも何度も経験しておることではありますけども、もっと

規模が大きい災害が発生したときにどうすればいいかというようなことも、事前にいろいろ検

討しておくということが必要になると思っております。こうした災害が、起きないのが一番で

ありますけども、それを想定して、いろいろ検討しておくというのは、今必要であるというふ

うに考えております。

○議長（宮本裕之） 亀岡議員。

○９番（亀岡純一） 以上で、私の質問は終わります。

○議長（宮本裕之） これで、亀岡議員の質問を終わります。暫時休憩とします。午後１時から再

開します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ０時 ０５分 休 憩

午後 １時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開します。休憩前に引き続き、一般質問を行います。次に、２番、美濃議

員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。一般質問を行います。最初に、新型コロナウイルスの

感染が世界中に広がり、北広島町民を不安に陥れています。特に、２月２７日の安倍首相によ

る小中高と特別支援学校の一律休校要請は全国を大混乱させました。あれから３週間経過しま

したが、治まるどころか、いつ収束するのか、全く見通しが立ちません。このようなときこそ、

町民の命と健康を守るべき北広島町はその役割を果たすべきと考え、質問をいたします。最初

に、現在の北広島町の新型コロナウイルスの感染状況について、町長の認識を伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 町内の感染状況でございます。現時点におきましては、北広島町の患

者発生はございません。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 感染はないということです。私たち共産党の支部は、２月５日、町長に申し

入れを行い、正確な情報発信、町の相談窓口設置、医療機関との連携、マスク買い占め防止や

備蓄などを要請しました。これら要請項目を踏まえ質問いたします。感染しているのかいない

のかを確かめるＰＣＲ検査は、医師が必要と判断しても実施してもらえないことに批判が広が

っています。そこで、町内でのＰＣＲ検査希望数と実施数及び検査結果、さらに、町はどのよ
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うな対策をとっているか、伺います。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） ＰＣＲ検査についてでございます。現時点では、ＰＣＲ検査の対象と

なる方は、風邪の症状や３７度５分以上の発熱が４日以上続く場合、強いだるさや息苦しさが

ある場合に、広島県西部保健所広島支所に相談し、新型コロナウイルス感染の疑いがあると保

健所が判断した場合に、帰国者・接触者外来のある医療機関を受診し、医師の診察、検体採取

となっております。北広島町内のＰＣＲ検査希望数でございます。こちらのほうは把握してお

りません。広島県内の検査実施数は３月１６日、１月３０日から３月１６日の間でございます。

この間の検査実施数は４８６件でございます。検査結果は、陽性件数１件でございます。町内

の実施数については公表はされておりません。現在のところ、広島県内で、検査ができる検査

機関は２か所でございます。町として、独自に検査ができる対策はとっておりません。以上で

ございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 様子は分からないということがはっきりいたしました。今日報道によります

と、ＷＨＯ事務局長は会見で、パンデミックを抑え込むには、各国が検査体制を強化し、とに

かく検査に次ぐ検査を行うに尽きると語ったとのことです。必要な検査が実施されるよう、把

握されていないんですから、分からないと思いますが、しかし、先日の広島市内でのこともあ

りました。国に強く検査の強化を要望すべきだと考えますが、町としていかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 厚生労働省のほうにおきましても、やはりＷＨＯのパンデミックとい

う言葉がありましたところを受けまして、かかりつけ医など身近にいる医師のほうが必要と考

える場合には、ＰＣＲ検査を受けることができる体制を今整えているところでございます。こ

れらが、広島県内でも体制が整いましたら、身近にいる医師がＰＣＲ検査が必要と判断した場

合には、帰国者・接触者外来を紹介、受診し、そこの医師の判断を踏まえ、検査を行うことと

なる体制になると考えております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） できたら、そういう体制をとるということですけれども、日本は非常に低い

と言われて、北広島町内でもどうなっている状況かは公表されていないということですので、

不安は広がるばかりです。次に、不安がある場合は広島県の相談窓口に電話してほしいとのこ

とですが、気軽に相談できないとの意見を聞きます。そこで、北広島町役場に総合相談窓口を

設置し、必要な人員を配置して、住民の不安に寄り添って親身に相談に乗るべきと考えますが、

答弁を求めます。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 相談窓口でございます。今現在、役場保健課、または支所などに電話

等でご相談をしていただいているところでございます。保健課に相談していただくことを改め

まして周知させていただきまして、町民の不安に寄り添い、丁寧に相談に当たってまいります。

以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 保健課、支所とのことですけども、感染のことだけじゃなくて、日々変化し

ています。正確な情報提供がどうしても必要です。感染だけじゃなくて、営業や休業補償など、
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さまざまな不安、疑問に答える必要があるのではないか。再度答弁を求めます。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） 新型コロナウイルス感染症につきましては、やはり健康のところだけ

ではなく、経済、またいろんなところに影響が及ぼしておるところでございます。町のホーム

ページにおきまして、新型コロナウイルス感染症に関する情報を一括掲載しておりますので、

そちらでチェックしていただくと、併せて各担当部署におきまして、関係者のほうに周知、徹

底してまいります。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 感染だけじゃなくて、その他の不安も受け付けますということですので、ぜ

ひ役場の担当に電話をしていただくよう町民にお願いしたいと思います。感染予防として、マ

スクと手洗いを勧められていますが、販売店にはマスクもアルコール消毒液も品切れでなかな

か手に入りません。そこで伺います。医療機関や介護施設等で使用するマスクは確保されてい

るのか。また、町民に必要なマスクを確保するため、町はどのような努力をしているのか伺い

ます。

○議長（宮本裕之） 保健課長。

○保健課長（福田さちえ） マスクのことでございます。現時点におきましては、医療機関や介護

施設等で使用するマスクは余裕がある状況ではございませんが、確保されていると聞いており

ます。施設によっては、使い捨てマスクと布マスクを使い分けておられます。町におきまして

は、３月１１日に町備蓄のマスクを町内の医療機関、歯科医院、薬局、介護保険施設等、１０

９の施設のほうに総計で５７７７枚のマスクを配布させていただいているところでございます。

町民の皆様におかれましては、大変不安に感じておられることは認識しておるところでござい

ます。咳エチケットと手洗いは感染予防の基本であること、マスクは、風邪や感染症の疑いが

ある人たちに使ってもらうことが重要であることを引き続きお伝えし、ご理解とご協力をお願

いしていきたいと存じております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 町民のほうはマスクがない場合が多いんです。しかし、集まる場合にはマス

クをしてきてくださいとかいう場合があるんじゃないかと思いますので、引き続き、この町民

へのマスクの確保について努力していただきたい。次に、通告では、町長を本部長とする対策

本部を設置するよう２月５日提案しましたが、現在の状況を伺います。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 現在の状況ということで、危機管理課のほうでお答えをいたします。

ちょっとこの新型コロナウイルスの対策についてですが、町の対応としまして、令和２年１月

２９日から感染症の予防及び連絡先などの広報を始めております。２月６日に北広島町感染症

対策警戒本部といたしました。また、県内及び町内発生に備え、体制の整備を行うことを目的

に、２月２５日に町長を本部長とする北広島町新型コロナウイルス感染症対策本部を設置いた

しました。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 対策本部は立ち上がったということですので、機敏な対応を要請しておきま

す。次に、一律休校要請が質問通告直後であったため通告をしておりませんが、町民の関心事

です。ぜひ答弁をお願いしたいと思います。当初は、一、二週間がヤマ場と言われましたが、
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休校して既に１６日が経過し、子どもも保護者も限界に来ています。そうした中、観光大使の

佐藤弘道さんが、放課後児童クラブに今通っている子たちに塗り絵教材を提供したとのことを

聞きましたが、説明をお願いします。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 学校の休業に伴いまして、放課後児童クラブを急遽開所をしたところ

でございます。そうしたところ、町の観光大使であります佐藤弘道さん、それからどんぐり財

団、そして啓文社、この３者のほうから塗り絵の寄贈がありました。全部で１５０冊の寄贈を

いただいたところでございます。この塗り絵を配りましたところ、子どもさんたちはもちろん

ですが、支援員の先生方も非常に喜んでおられます。町のほうとしても非常に感謝をしている

ところでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） このように子たちは頑張っておりますので、町民みんなでできることからサ

ポートしていけたらいいなというふうに感じます。しかし、春休み以降も事態が変わらない場

合、これからのことですが、引き続き休校を続ける考えなのか、学校設置者の町長に伺います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 学校の休校につきましては、春休み以降につきましては、まだ、国としても

県としても方向性は出ていないということであります。この新型コロナの感染度合い等、いろ

いろ考慮されて最終的な判断がされるものと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） まだ、はっきりしないということは、はっきりしました。全国では、休校を

中断し、通常授業を始めるところも出ています。国も学校施設の利用や給食の提供を認めてお

り、万一、分かりませんが、休校せざるを得ない場合でも学校の開放や希望者に給食を提供し

てはどうかと思いますが、お答えお願いします。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 学校開放を含めてですけども、一つは、臨時休業中の校庭の利用に

つきましては、３月１８日から開放時間を午後１時３０分から午後３時３０分まで開放するよ

うにしております。また、給食の提供ということでございますけども、これにつきましては、

感染予防の観点、それから保護者の方にとっては、放課後児童クラブへ弁当を持っていくとい

うことで大変ご苦労をかけているところでございますけども、県あるいは国等の状況を見なが

ら検討していきたいというふうに考えておりますが、現時点では給食の提供については考えて

おりません。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 徐々に状況は変わってきていますが、もう既に給食を提供しているところも

ありますので、全国の情勢をしっかり捉えて、機敏に対応してほしいということを求めておき

ます。最後にですが、一刻も早いコロナウイルスの収束を願うとともに、このようなときこそ

北広島町が町民の命と健康、暮らしを守るために力を尽くすことを最後に求め、次の質問に移

ります。次は、学校給食と放課後児童クラブの民間への業務委託は、中止すべきだという観点

から質問いたします。来年度から、大朝と千代田の放課後児童クラブと学校給食の調理部門を

民間の共立メンテナンスに業務委託するため、今議会に５年間の債務負担行為８億６４０５万

円と来年度の予算が提案されています。しかし、議会には詳しい説明も十分な議論も行われな
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いまま、今議会で決められようとしています。業務委託は指定管理と違い、議会の議決が必要

なく、予算が成立すれば、自動的に業務委託を認めることになるため一般質問で伺います。ま

ず最初に、教育の一環である学校給食や放課後児童クラブを民間に業務委託する目的と理由は

何か。それと併せて、同じような質問なんで、直営と比較し、何が変わり、メリットは何か、

分かりやすくお答えください。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） まず、業務委託をする目的でございます。これまで行政改革大綱に基づ

きまして、業務の質を確保しつつ、より効率的で安定的な行政運営に資するという観点から、

業務の外務委託を行ってきました。今回、民間委託を行う業務につきましては、業務に係る労

務管理等の事務量が増大していることや、欠員が生じた場合の人材確保に困難が生じているこ

となどの課題がございます。また、業務内容が経験と知識に加え、高い専門性を必要とするこ

とから、効率的な業務運営を図るとともに、民間企業の運営方法やノウハウの活用、併せてサ

ービスの質の向上を図ることを目的としたものでございます。直営と比較して何が変わり、メ

リットは何かということでございます。メリットとしましては、まずは、多くの実績のある業

者によって運営方法の改善や調理員、支援員の資質向上によるサービスの向上が図られます。

特に、衛生管理や安全管理の面で効果が得られると考えております。また、本庁業務における

人材確保や労務管理などに係る事務量と事務経費の軽減化が図られると考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 今、目的と理由が述べられましたけれども、これら実際にそうなるのかにつ

いて伺っていきます。まず、お伺いしたいのは、調理員や支援員の処遇はどうなるのか。また、

コストは幾らか削減されるのかを最初に伺います。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） １点目の調理員と支援員の処遇でございます。まず、給与面につきまし

ては、会計年度任用職員との均衡を図り、期末手当を支給するなど、直営時と同等の処遇契約

をしております。また、調理員につきましても、先日お話をしましたように、８月期の業務が

ない時期におきましても業務補償、休業補償を行うということで対応しております。コスト面

につきましては、これまで任用や労務管理等の事務を町職員が行っていた部分の削減、あるい

は全体での職員の人事配置の中で、同等の効果は生まれるのではないかというふうに思ってお

ります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 待遇はよくなると、悪くはならないと。コストも職員の仕事が削減されるの

で低減されるんじゃないかということですが、そうなのか。まず、先ほど言われました職員の

安定的継続長期雇用は安定しているかということですけども、疑問です。今回、５年間の契約

で、臨時職員は共立メンテナンスの社員となります。しかし、６年以降、この業者が請け負う

とは限りません。岡山県美作市では、学校給食を共立メンテナンスからシダックス大新東に変

更いたしました。そのため調理員さんも雇用先が変わり、継続性も安定性も崩れたのです。厚

労省の放課後児童クラブ運営指針によると、子どもとの安定的・継続的な関わりが重要である

ため、放課後児童クラブ支援員の雇用に当たっては、長期的に安定した形態をとることが求め

られるとしています。しかし業務委託では、事業者との契約は期間に定めがあり、事業者の継

続性は確約されていません。そのため支援員の契約期間も限定せざるを得ず、有期雇用となり
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ます。公立民営は、放課後児童クラブにふさわしい事業の継続性、支援員の専門性の蓄積が困

難と言われていますが、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 今回業務委託をいたします給食調理、学校給食と放課後児童クラブでご

ざいますけども、この業務につきましては、業務運営上必要な業務でございます。町直営でや

る場合であろうと業務委託をしようと、どちらにしましても、必ず実施する必要性がある業務

でございますので、そこに必要となる人員の確保については必ず発生するということで、雇用

の継続性も図られるというふうに思っております。また、支援員等のお話もございましたけど

も、町内には、半数は民間で運営されている放課後児童クラブがございます。その放課後児童

クラブにつきましてもしっかりと雇用し、業務をしっかり行っていただいているというふうな

状況はございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 雇用先が変われば、雇用者の安定と言えますか。雇い主が変わるんですよ。

それはやっぱり当初の安定的継続長期雇用という保障にはならないと考えます。コストについ

て、人の仕事が削減されるからということでのメリット言われましたけども、しかし金額的な

コストが増えることは先週の予算特別委員会でも確認されました。今回の委託費には、人件費

以外に業者に支払う管理費１７８８万円、消費税１１７１万円の約３０００万円が含まれてい

ますが、これは業務委託しなければ必要のない出費です。町財政が厳しいにもかかわらず、５

年間で約１億５０００万円も多く税金を投入することになるのです。これでは経費を削減した

とは言えないのではないか、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） まずは、単純なコスト比較の話でございます。今、説明がありましたよ

うに、管理費と消費税合わせたもので年間約２９００万、３０００万近いものがいるというこ

とでございます。これに対応するコスト削減でございます。今、試算している数字で申し上げ

ますと、まずは直営として行っていく場合の直接的な業務の人役につきましては、庁舎内の業

務としまして、学校給食、児童クラブ、あるいは、それに雇用される１００人以上の人件費の

整理、支払い等で、約２人役に近いものがあろうと試算しております。また、学校現場におき

ましても事務職員でありますとか栄養教諭、その他各学校、各施設での事務、総額しますと、

約１人役以上の業務があるというふうな試算でございます。合わせて３人役程度の人件費の削

減になろうかと思っております。併せて、細かいところで言えば、委託する事業者が本町の町

内に事務所を開設いたします。そこには３人の従業員がおるということでございます。そこら

辺の雇用状況でありますとか、それらの雇用に係る町民税、あるいは事業所開設に伴う法人町

民税等のメリットはあろうかと思っております。そこら辺を比較して、ある程度管理費、消費

税に近いものが出るのではなかろうかというふうに思っております。併せて、専門的な知見の

中で、業務を行ってもらうプラスメリットと包括委託ということでございますので、その包括

委託の中で、業務の中で、人の回しもできるというふうなメリットもございますので、そこら

辺のメリットも含めて、この業務委託のメリットが出てくるであろうというふうに思っており

ます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） あまりはっきりしませんが、３人分ぐらいは得するんじゃないかと。しかし、
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３０００万円あれば正職員３人分は確保できるんじゃないかと思うんです。さらに、さまざま

な業務を削減できると言いますが、業務委託しても仕事は減らないんです、あまり。かなりい

ろんな指示をしなくちゃいけない。このやり方の問題が大変です。いいサービス、子どものた

めのサービスを行おうと連携を強めれば強めるほど、業者と町が。偽装請負の疑いも起きかね

ないということが言われています。そのため厚労省は、その詳しい基準を設けています。最初

にできたのは昭和６１年ですが、平成２４年に改定されている厚生労働省告示第３７号、ここ

で詳しいＱ＆Ａをやって、偽装請負が起きないようにする対策は、どうなのかということはき

ちっと書いてあります。そこで伺いますが、業者への細かい指示は誰が誰に行うのか。学校給

食、放課後児童クラブそれぞれについて、具体的に説明を求めます。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 業務への指示でございます。最初に偽装請負のお話がございましたけど

も、この業務委託につきましては、全国的にもかなりの業務委託の状況もございまして、県内

でもかなりの業務委託をしている状況がございます。その中で、しっかり業務を行っていると

いうふうな実情もございますので、業務委託することによって、その業務が立ちいかなくなる

ということはないというふうに思っております。また、現場への指示につきましては、町から、

町内に事業所、事務所を置く業者に連絡をして、そこから主任調理員、あるいは主任支援員な

どに指示がいくというふうなことになろうかと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 全国的に頑張っていると。県内で大手に頼んでいるのは１か所、海田町だけ

です、放課後児童クラブは。全国的な問題で、そう言われたんで紹介せざるを得ませんが。学

校給食で労働局の見解が出ています。滋賀県湖南市の場合、小中学校の給食の調理業務を民間

委託し、市栄養職員が作成した献立をもとに教育委員会が食材料を購入する。その食材料で民

間調理員が調理、今回の業務委託と全く同じですけども、そういう計画でした。しかし、これ

に対して滋賀県労働局との協議を行う中で、受託業者が自ら調達する設備、資材により業務を

処理するに違反しているというふうな見解が言われています。それは告示の基準のところの第

２条２のハの１にそれが書かれています。細かく紹介することは、時間的にできませんので確

認してほしいと思います。次に、今学校給食、クラブについての指示系統を伺いましたけれど

も、実際今どうなっているのか伺いました。学校給食ですが、献立を作る栄養教諭に聞きまし

た。献立について、調理員に気をつけてほしいことを直接話し、無理なくできるかどうか相談

するため、ほぼ毎日給食センターに行っている。調理員との人間関係を作らないと言いにくい

ことも言えない。コミュニケーションが一番大事と言われました。また、アレルギー対応につ

いては、絶対にミスはできず、何重にもチェックするが、逆に調理員さんから指摘されること

もあるとのことです。しかし、業務委託では、先ほど総務課長は言いましたが、主任の調理員

に話はできますけども、調理員さん直接指示ができません。ですから、この栄養教諭が言って

るように、現場に行って、調理員さんとコンタクトをとって、そしてこういうふうに作ってね、

どうでしょうかということはできなくなるんです。そのため、細かなコミュニケーションはと

れず、献立やアレルギー対応など栄養教諭が考えたとおりの給食ができないんじゃないか、危

惧されますが、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 学校給食の件でございますけども、まず、先ほど美濃議員がおっし
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ゃいましたように、学校の栄養教諭が献立を作成をします。そして食材を発注をします。そし

て、学校栄養教諭が献立表を業務委託の責任者、そして、そこに配置をされております栄養士

とともに打ち合わせをしていきます。そして、次に業務委託の責任者と栄養士が調理員全員で

ミーティングを行いまして、献立の打ち合わせ、そして調理の打ち合わせ、あるいはサブ業務

の工程表などを確認をさせていただいて、調理を行うという形になろうかと思います。以上で

す。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 今のような形をとらざるを得ないわけです。ですから、今の栄養教諭が考え

ている直接顔を合わせながら、調理員さんとコンタクトとりながら、それはできなくなるとい

うことで、責任者との打ち合わせ、口頭だけじゃなくて、かなり文書でやると思うんです、仕

様書的な。しかしそれもできないんですよ。細かい文書を交わすこともできない、詳細であれ

ばあるほど。ということがこの告示第３７号にも載っています。相当縛られてくるんじゃない

かという危惧があります。さらに、放課後児童クラブ支援員と保護者との関係はどうなるのか。

あるクラブの支援員さんに伺うと、誕生会や夏休みのお楽しみ会、保護者会の行事や地域民生

委員等との関わり合いがあるとのことです。町のプロポーザルで示された仕様書では、保護者

会等の特別行事について、町と協議の上となっていますが、保護者会と話し合い、分担等につ

いて保護者がいろいろ支援員さんにお願いすることができるのか。いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 放課後児童クラブのさまざまな活動についてでございます。基本的に

は、現在行っております保護者会等、こういったことについては現状と変わらないようにして

いきたいというふうに思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 現状と変わらないということは、その保護者さんが支援員さんに、こうして

ね、こうやってねということは言えないんですよ。今は言ってると思うんですよ。できなくな

るんです。誰がその指示をするんですか、業務的な指示は。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 業務的な指示という意味ではできないかもしれませんが、保護者の方

が支援員さんに相談という意味ではできると思っております。もし、そういったところで不都

合がありましたら、教育委員会のほうから、今度営業所ができまして、そこに所長がおります

けど、そこを通して放課後児童クラブの支援員さんのほうに伝達をしていきたいというふうに

思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） そうせざるを得ないんですね。逆に言いますと、教育委員会の職員も仕事が

減るんじゃなくて、そういう仕事はどんどん増えてくる。保護者さんの意見を聞き、業者の意

見を聞き、そこを調整をして指示すると、そういう作業は今まであまりやってなかったことも

やらざるを得ない。とてもじゃないが、仕事が減る状況ではないというふうに判断をせざるを

得ません。このような関係では、保護者会と支援員との連携が十分できず、ぎくしゃくして保

護者や子どもの利益に反することになるんじゃないか心配です。町が責任を持って放課後児童

クラブを実施することと、偽装請負のおそれが生じかねない業務委託と両立しがたいんじゃな

いかという疑問持ったんですが、今のやりとりを聞いててもかなり不安になりました。町のほ
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うはどういうふうにお考えでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） この業務委託につきましては、かなり詰めたお話も業者としております

し、そこに働く雇用者、保護者の方ともしっかり話をさせていただいて、これを進めてきてお

ります。また、繰り返すようですけども、この業務について、しっかり請け負いながらやって

きているというふうな実績もございます。そのことも受けて、しっかりこの業務を運営してい

ただけるものと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 実績という話がありました。これは後で言いましょう。このような重大な運

営変更だと私は思うんですが、教育委員会の会議では、教育委員からどのような意見が出され

たか伺います。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 教育委員会議で報告をさせていただいておりますが、ご意見のほう

はございませんでした。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） なぜ意見が出ないか、議題に載ってないからです。なぜ、教育委員会の議題

としなかったのか伺います。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 一つは、教育委員会議は、教育長が委任された以外で、委員会の権

限に属する事務というのは１５項目ございます。この業務委託については、これに当たらない

というふうに考えておりますし、また、業務委託については、給食提供については何ら変わる

ことはございませんので、議案に上げませんでした。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 認識がすごく甘いと思うんです。先ほども言ったように、献立を作る栄養士

さんと調理員さんのコミュニケーションの間で、そうやって初めていい給食ができるという話

をさせていただきました。今やっている。しかし業務委託して、それができなくなってもでき

るというのはそれは想像でしかないと考えます。他の自治体では、何回も教育委員会の会議を

開いて議論しています。１５項目の中に学校給食という項目が入っています。今、給食業務委

託は入ってないと言いましたが、学校給食は大きな課題です。それでも入っていない。こうい

うことをしながら、行政のメリットの説明はいろいろありましたが、子どもにとってのメリッ

トは何か伺います。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 子どもにとってのメリットでございますけども、民間のノウハウを

生かした研修が行われますので、食物アレルギーの対応及び衛生管理が今以上に充実をしてま

いります。また、栄養教諭が給食調理の出勤管理、あるいは賃金の請求等、また給食調理員さ

んの休暇の取得に対しての代替調理員の確保等を行っておりましたが、この事務がなくなりま

すので、今後は、児童の食に関する指導、食育推進などの授業の充実が図られると思っており

ます。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 食に関する指導ができるようになると言われましたけども、今の食育関係で
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聞きますと、調理員さんを全部集めて、それで会議をやり、そこに栄養教諭さんが参加されて、

一緒になって考えてされていると。いろいろとスケジュールも考えている。これはできなくな

るということは間違いないですね。

○議長（宮本裕之） 美濃議員、もう一度お願いします。

○２番（美濃孝二） 調理員さんの会議をやってると思うんですが、そこに栄養教諭さんが今行っ

て、いろいろと意見交換してると思うんですが、それはできなくなりますねということです。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 学校栄養教諭が調理員さんとミーティングをするということはなく

なりますけども、先ほど来申しておりますように、学校栄養教諭が委託の業務責任者、そして

栄養士と綿密に協議をしまして、それから調理員全員にミーティングを行いますので、問題は

ないというふうに考えております。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） ちょっと気になったんですけども、栄養士さんが綿密に指示をするとありま

した。これは、この告示第３７号で、発注者が作業の内容を順序、方法等に関して文書等で詳

細に示し、そのとおりに請負事業者が作業を行っている場合も、これは偽装請負になると書い

てあるんですね。細かく指示すれば指示するほど偽装請負の疑いが生じるわけです。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 私が栄養士と言ったのは、業者の委託をされているところに栄養士

が配置されますので、それが綿密にミーティングをしたり指示をしたりするという意味でそう

言いました。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） そういうことでしょうけども、今とは大分変わってくるということは間違い

ありません。それだけじゃないんですね。先ほど実績があると言われました。この業者、共立

メンテナンスは、業務委託にふさわしい業者か、全国で起きているトラブルや行政機関の意見

など調べたか、伺います。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 今ご質問のトラブル等があったかということでございますけども、これ

について調べたということはございません。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 大事なことなのに調べてないんですね。私がちょっと調べただけで、各地で

トラブルを起こしています。例えば、大阪府守口市では２０１８年８月、共立メンテナンスと

学童保育の業務委託契約を結びました。ここは学童保育というんで、指導員と言います。全員

は同社との雇用契約を結び、新たに守口市学童保育指導員労働組合を結成し、団体交渉を申し

入れました。ところが、会社は一方的に適法な労働組合と認めず、団体交渉も開催されないと

いう異常事態が続いたため、大阪府労働委員会に救済命令の申し立てを行い、現在も係争中と

のことです。また、東大阪市でも２０１６年、団体交渉を受け入れず、府労委における和解が

成立したにもかかわらず、不当労働行為を繰り返し、１年で撤退しています。また、岡山県美

作市、ここは生涯学習も視察に行ったそうですが、町の監査委員から、たびたび放課後児童健

全育成の推進について、共立メンテナンスに対し厳しい指摘が行われています。詳しく紹介す

る時間はありませんが、例えば、年度初めの４月１日になっても仕様書にある支援員等の確保
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はできていない。適切な管理運営体制が未だに整っていないため、管理運営の継続に問題があ

る。このままでは不測事態の発生が危惧されるなどです。調べれば調べるほど問題があること

が分かってきました。これはほんの一部ですが、町は調べていないということですが、私の言

うことですから、信用していただけないという現段階かもしれませんが、学校業務を委託する

業者としてふさわしいのか、しっかり調査すべきと考えますが、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 今のご指摘の点につきまして、調べてないと言いましたけども、トラブ

ルは把握してないというふうな言葉に言い換えさせていただこうと思います。１点目の自治体

につきましても、行政機関の指摘等はないというふうなことでございます。労働条件について、

それぞれの対立があるということは認識しておりますけども、それによって業者が不適格であ

るというふうなことではないというふうには思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） もう調べるつもりはないということでしょうか。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 今申し上げたことが調べた結果でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 残念であります。そもそも学校給食や放課後児童クラブは、子どもの教育や

健康、生活に大きく関わり、大手民間業者への業務委託は無理があるんじゃないかと考えます。

今回の業務委託は、コストは増える。子どもたちによりよいサービスを行おうとすれば、偽装

請負の疑いが生じる。安定的継続雇用に不安がある。業者に問題がある。そもそも教育の一環

である放課後児童クラブと学校給食の包括的業務委託はそぐわないと考えます。それでも、そ

ういうふうに思っておられないということですので、改めろというふうに言っても改めないと

思うんですが、町長は、最後に今のやりとりを聞いてどういうふうに思われたか、伺います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） このことにつきましては、事業者とたびたび検討し、調整をしてきたもので

ありまして、４月からそういう形で進むということでありますので、問題なく進むものと思っ

ております。万一、多少なりとも課題が出てくれば、その解決に向けて努力して進んでいきた

いと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） やってみなければ分からないようです。最後に言いますが、このたびの業務

委託の計画を受け、文教厚生常任委員会は安芸高田市を視察しました。ここでは、平成２０年

度、放課後児童クラブをまとめＮＰＯを設立して、委託を行いました。ＮＰＯの責任者は、急

な職員の欠勤など児童クラブ間での応援が可能になった。市とは常に連携をとっているため問

題ないなど、メリットをたくさん紹介され、参加した委員はみんな感心したほどです。同じ民

間委託でも地域と関わりのあるＮＰＯや第三セクターと全国展開する大手の民間業者とは大違

いです。今回の共立メンテナンスとの業務契約はきっぱりやめるよう再度求め、次の質問に移

ります。次は、豊平のさんさん市のトイレ改修についてです。これがなぜ進まないのか。豊平

地域のどんぐり村は、北広島町の南の玄関口で、多くの観光客が訪れます。ところが産直さん

さん市のトイレは老朽化し、汚れが目立ち、また、洋式は女性トイレに１か所しかなく、男性

トイレにはありません。そのため、以前より観光客や地域住民から繰り返し改修要望が町に寄
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せられていると思います。そこで、このトイレ改修に対しての町の所見と、この間の経過につ

いて説明を求めます。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 道の駅の機能におきまして、トイレは重要な施設であると位置付け

ております。快適なトイレは、おもてなしの観点、また、観光客の誘客にもつながることから、

観光交流施設におけるトイレの改修につきましては、取り組みが必要であると考えております。

どんぐり村のさんさん市のトイレにつきましては、建築から相当な期間が経過しておりまして、

建築当時とは、トイレを利用する方のニーズが変化している状況にあります。こうした状況を

踏まえまして、改修について検討し、行っていく必要があることから、関係者と意見交換を行

いまして、事業実施に向けた調査研究を進めているところでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 調査研究を進められている、重要だということです。そこで伺いますが、広

島県は、県内の観光施設等のトイレ洋式化率が７割のため、心地よいトイレが日本一整備され

ている広島県を目指して、今年度、新規事業として市町所管観光施設で洋式トイレを増設、新

築する場合、新たに洋式化した便器数に応じて、補助率２分の１以内、補助額１基当たり上限

１５０万とすることとし、申請を本年度受け付けました。これに対して、町はどのように対応

されたか、伺います。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 県の補助事業ございます。これにつきましては、道の駅のどんぐり

村のトイレは町が設置している施設でございますので、町の財源において改修工事を実施する

必要がございます。従いまして、この県の事業が活用できるよう要望をしてきているところで

ございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 要望しているということで、今年度は要望したんですか、しなかったんです

か。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 今年度、来年度の令和２年度の採択に向けて、要望を行っておりま

す。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 私は、県観光課おもてなし推進グループが担当だそうなんですが、そこの担

当者と聞きましたら、令和元年度北広島町は申請をされたと。しかし不採択になったというふ

うに聞きました。そこまでだったらと思って、ぜひ予算を増やして、ぜひ補助してほしいとい

うことで要望し、懇談をしたところ、驚いたことに、令和元年度、今年度の予算が余ったため、

昨年夏ごろ、北広島町に県の補助を受け、トイレの改修を行わないかと打診した。しかし補正

が組めないとの理由で断られたとのことですが、これは事実ですか。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 補正が組めないというふうな回答をした記憶はございません。当時、

９月については、令和２年度の応募がございましたので、９月に事業費等まとめまして、県に

令和２年度の採択に向けて応募をしたという状況でございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。
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○２番（美濃孝二） 財政課にも話はなかったですか。

○議長（宮本裕之） 財政課長。

○財政課長（植田優香） 財政課にも話がなかったというのは、県のほうからは特に聞いておりま

せん。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 名前も聞いておりますが、そういうふうにお答えだったんですね。元年度、

１５００万の県の予算です。それで４件、４か所採択されたと。１か所残ったんで、改めて、

北広島町も申請はしてあったんですよ。改めてどうでしょうかという話をしたと、北広島町に。

誰も受けてないんですか。もう一回県に確認しますよ、どこにしたか。そして、もしあった場

合に、答弁できなかったというと大問題になるんで、それは県の担当者が勘違いしているかも

しれないんで、確認しますが、ここの北広島町でなかったということは間違いないでしょうか。

再度確認します。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 県のほうから、予算が余ってるのでどうかというふうな問い合わせ

等は、私は聞いておりません。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 商工観光課長は聞いてないということなんで、じゃあ、どこにお話されたの

か、私直接聞いたものですから。ですから、これは確認をして、これからも調べていきたいと

思います。今、昨年９月にまとめて県に改めて申請をしているということですが、こういうこ

ともあったんで、県の予算が半分になったそうです、７５０万に。もう既に２か所採択をされ

て、北広島町は入っておりませんというふうに言われました。万一、その予算が余ったらどう

かという話が事実だとすれば大問題だと思います。これについては、分からないということで

すので、これ以上聞いても回答は出ないと思いますが、先ほど商工観光課長が言われたように、

極めて大事なトイレだということであります。建設費は大体３０００万、県の補助は、トイレ

１基につき１５０万上限ですから、２か所にしても３００万、二千数百万の一般財を投入すれ

ば、すぐにでも改修できるトイレであります。これだけの要望があって、商工観光課、町も必

要だという認識なんですから、県の補助は来年度ないんで、町単独ででもこれを施行してはど

うかと思いますが、町長の考えを伺います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） どんぐり村さんさん市のところのトイレについては、私も状況は把握してお

ります。これにつきましては、これまでも県に要望してきておるところでありまして、先ほど

来のやりとりはちょっと信じられないような状況でありますけども、いずれにしても、かなり

高額な事業費ということでありますので、単に洋式に換えるということだけではなくて、ほか

な部分も含んでのことだというふうに思っております。単町費だけでというのは、極力ほかの

事業でも抑えておりますので、できるだけ県の補助金をもらって進めれるように進めていきた

いと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 財政課の話ですと、工事全体で３０００万というふうに伺ってるんですね。

トイレだけじゃないよということは聞いております。ですから、二千数百万幾らかということ

は言ってきました。それで、単町費でできないということですけれども、ぜひ、私も立場ない
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んですよ。県のおもてなしグループの方からそういう話を聞いて、それで私の立場も明らかに

して得た回答ですから、間違いということではあってはまずいわけですよ。町のほうも、県の

おもてなし推進グループ、お名前は後でも言いますが、この方にこういうことを北広島町に言

ったのかどうか確認していただけますか。お答えください。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） そういった事実があったかどうかにつきまして、また、確認させて

いただきます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） もし、補助金が受けられるんであれば、もう既にでき上がっている可能性が

あります。先ほど町長が３０００万円という金額を頭に入れての答弁かどうか分かりませんが、

非常に重要なという認識は一致しているわけですから、単町費でもといったのは、やはり豊平

の南の玄関口を本当に改修するということが必要だとも言われたんですが、高いと言われまし

た。しかし、千代田のまちづくり拠点と役場周辺整備には、今年度と来年度で１４億円以上も

の巨額を投じて、先日の企画課長の答弁では、総額１６億円になるんじゃないかということが

明らかにされました。その財源を確保するために、町民の切実な要望がどんどん退けられてい

ます。このさんさん市のトイレ、ぜひ１６億円千代田にかけるんであれば、３０００万円を豊

平の産直市のトイレに、改修してはどうかと、これは町民誰もが認めることではないかと思う

わけです。ぜひ、そういう点で再度町長のお考えを伺います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 本町の周辺整備につきましても補助金等をできるだけもらえるような形にし

て、単町費ができるだけ極力少ないような形を今進めております。非常に財政厳しい中ですの

で、どういった、あらゆる費用の面もそういった形で補助金がとれるものはしっかりいただい

て、進めていきたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 最後にしますが、財政が厳しい中と言われましたが、先ほどの学校給食と放

課後児童クラブ、これも直営であれば５年間で１億５０００万円もつぎ込まなくてもいいわけ

です。そういうところにはお金を使う。周辺整備には１６億円かかる、だけど豊平の本当に古

い、困って要望があるトイレには３０００万円が出せない。これはやはり、曲がった財政の活

用ではないかということを最後に訴えて、質問を終わります。

○議長（宮本裕之） これで、美濃議員の質問を終わります。これをもって、一般質問を終わりま

す。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第２ 報告第２号 専決処分の報告について

○議長（宮本裕之） 日程第２、報告第２号、専決処分の報告について、報告を求めます。箕野町

長。

○町長（箕野博司） それでは、報告第２号につきまして概要を説明します。追加議案書の１ペー

ジをお願いします。報告第２号、専決処分の報告について。地方自治法第１８０条第１項の規
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定により、クラブ活動中の事故に伴う和解及び損害賠償の額を定めることについて専決処分し

たので、同条第２項の規定により、これを報告するものです。詳細につきましては、担当から

説明いたします。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 専決処分第１号、クラブ活動中の事故に伴う和解及び損害賠償の額

を定めることについて、学校教育課からご説明をさせていただきます。議案集２ページをお開

きください。地方自治法第１８０条第１項の規定により、クラブ活動中の事故に伴う和解及び

損害賠償の額を定めることについて、令和２年３月２日に専決処分したので、同条第２項の規

定により報告します。１、和解及び損害賠償の相手方、記載のとおりでございます。２、事故

の概要、令和２年２月１日午後３時５０分ごろ、北広島町立千代田中学校のクラブ活動の遠征

先である島根県立体育館駐車場において、教諭が運転する公用車が停車中の相手方車両に接触

し、損害をさせました。３、和解内容、本件事故についての過失割合を町１００、相手方ゼロ

とし、町は下記４の額を賠償する。なお、町及び相手方は、今後一切、本件請求原因事項に関

して何ら債権債務を有しないことを確認します。４、損害賠償の額、町が相手方に支払う額２

１万８２４０円。上記金額の内訳、車両修繕費及びレンタカー代。以上報告します。

○議長（宮本裕之） これより質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） １０番、梅尾でございます。これは車両の接触事故でありますけれども、

多分、保険対応１００％だろうというふうに思いますが、確認をしたいというふうに思います。

それから、これは車両及びレンタカー代でしょうが、まず、相手方の車両、それから公用車車

両がどのぐらい破損しているか分かりませんが、破損していれば、これも修理が必要だろうと。

レンタカー代と書いてありますが、ちょうどこの日は土曜日でありますから、レンタカーを何

日借りて、レンタカー代がいくら要ったのか、内訳をお聞きしたいと思います。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） すみません、ちょっと資料を持ち合わせておりませんので、後でご

回答させてください。

○議長（宮本裕之） 暫時休憩します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ２時 ０５分 休 憩

午後 ２時 １０分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開します。学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） レンタカー代、２月３日から２月の１５日、約１３日間でございま

す。レンタカー代が４万２９００円、それから修理代が１７万５３４０円でございます。以上

でございます。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。
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○１０番（梅尾泰文） 保険対応が１００％でありますかということや、公用車のほうも破損して

いるんなら修理せにゃいけませんが、それはどこが出すのか、今言われたのは、相手方が１７

万５３４０円、これは足したら２１万８２４０円ですね。ということは、公用車の分はいかが

ですか。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 公用車の修理代は１５万６８２７円でございます。これすべて保険

で修理をさせていただいております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） これから先もこういうことがあるだろうというふうに思いますが、ですか

ら、相手の車の修理代と、今のレンタカー代は、この度の議案に載ってますが、自車の、公用

車については１００％の保険で見ますけれども、予算的には支出は要らないから、この場には

出さなかったということでいいんですね。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） これは、和解及び損害賠償の額ということでございますので、相手

方の額を出させていただいております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） ほかに質疑はありませんか。これをもって質疑を終わります。これで報告第

２号、専決処分の報告について報告を終わります。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第３ 報告第３号 専決処分の報告について

○議長（宮本裕之） 日程第３、報告第３号、専決処分の報告について、報告を求めます。箕野町

長。

○町長（箕野博司） それでは、報告第３号につきまして概要を説明します。議案集の３ページを

お願いします。報告第３号、専決処分の報告について。地方自治法第１８０条第１項の規定に

より、工事請負契約を変更することについて専決処分したので、同条第２項の規定により、こ

れを報告するものです。詳細につきましては、担当から説明します。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） 専決処分第２号、工事請負契約を変更することについて、学校教育

課からご説明させていただきます。議案集４ページをお願いします。地方自治法第１８０条第

１項の規定により、工事請負契約を変更することについて、令和２年３月２日専決処分したの

で、同条第２項の規定により報告します。１、工事名、北広島町小中学校エアコン設置工事。

２、工事場所、町内小学校９校、中学校４校、給食調理場２施設。３、工期、令和元年５月１

８日から令和２年３月１９日。４、変更請負金額、３億２５２６万６７００円。５、今回変更

する増額７６万６７００円。６、請負者、広島県広島市中区銀山町１４番１８号、富士古河Ｅ

＆Ｃ株式会社中四国支店支店長宍野順也。変更理由でございます。北広島町小中学校エアコン

工事設置工事に関わって、千代田中学校のキュービクルを変更させていただき、また、給食棟

及びセンターに停電に伴う仮設発電工事を３か所追加したことにより工事が増額となりました。

以上報告します。
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○議長（宮本裕之） これより質疑を行います。質疑はありませんか。１０番、梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） １０番、梅尾でございます。言われたことはよく分かるんですが、何か数

字の並びが非常におもしろい。増額が元々あった金額が下６桁でいえば２６万６７００円、変

更後の金額が７０万ということはあります。その後ろで、すべてが６６万７００円という数字

で、理由については分かりましたが、上手に数字が並んだと思うんですが、そこら辺の結果は

結果でありますが、何か５０万違いかなというふうな気はしますが、結果ですが、何もそれこ

そ偽りはないというのは分かりますが、何か特別に言いたいことがありはしませんか。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） これは工事の精算をした結果の数字でございますので、７６万６７

００円でございます。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 最後にもう一言、言わせてください。元々契約をするということ自体のそ

の行為が上がる、あるいは下がるというのはあるのかもしれませんが、本来、金額が多い少な

いは別にしましても、請け負いましたということの責任は、若干の数字に移動があったにして

も、責任を持ってするというふうな意味合いがあるのではないかというふうに思いますが、こ

れまでもいろいろと変更後、変更後ということが、特に教育委員会関係には多いかなというふ

うに思いますけども、そこら辺の物事の考え方はしっかり、変更があっても、業者さんにしっ

かりと、それを受け止めてもらうんだというふうなことを思ってもらえんものかなと思って、

質問しました。

○議長（宮本裕之） 学校教育課長。

○学校教育課長（石坪隆雄） やはり、これは精算に基づいて精算をするものでございますので、

上がった金額は上がったもので変更させていただきますし、下がったものについては下がった

もので契約をさせていただくことになろうと思います。以上でございます。

○議長（宮本裕之） ほかに質疑はありませんか。これをもって質疑を終わります。これで、報告

第３号、専決処分の報告について報告を終わります。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第４ 議案第３８号 芸北高齢者生活福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例

○議長（宮本裕之） 日程第４、議案第３８号、芸北高齢者生活福祉センターの設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例を議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。

箕野町長。

○町長（箕野博司） それでは、議案第３８号につきまして概要を説明します。議案集の５ページ

をお願いします。議案第３８号、芸北高齢者生活福祉センターの設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について説明します。本案は、芸北高齢者生活福祉センターで行う業務を

追加する必要があるため、条例の一部改正について、町議会に提案するものです。詳細につき

ましては、担当から説明します。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。
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○福祉課長（細川敏樹） それでは福祉課より、議案第３８号、芸北高齢者生活福祉センターの設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例についてご説明いたします。議案は、追加提出

議案書の５ページでございます。今回提案をさせていただきました一部改正条例は、芸北高齢

者生活福祉センター、すなわち本町細見にあります仙水園において、これまで指定管理者にて

行ってきました事業項目を追加することになったことから、事業に関する定めを改正するもの

でございます。内容としましては、通所事業、入所事業に加え、令和２年４月から、新たに訪

問介護事業を開始することとなったため、本条例第３条にあります事業内容を通所事業、入所

事業の標記から、訪問介護事業を含む包括的な標記として、高齢者等の福祉の向上に関する事

業に改めることとし、併せて関連する第６条第２項も改正するものでございます。以上、ご審

議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（宮本裕之） これをもって、提案理由の説明を終わります。本案については、後日、審議、

採決を行います。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第５ 議案第３９号 和解及び損害賠償の額を定めることについて

○議長（宮本裕之） 日程第５、議案第３９号、和解及び損害賠償の額を定めることについてを議

題とします。本案について提案理由の説明を求めます。箕野町長。

○町長（箕野博司） それでは、議案第３９号につきまして概要を説明します。議案集８ページを

お願いします。議案第３９号、和解及び損害賠償の額を定めることについて説明します。本案

は、和解及び損害賠償の額について、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定

により、町議会の議決を求めるものです。詳細につきましては、担当から説明します。

○議長（宮本裕之） 総務課長。

○総務課長（畑田正法） 議案第３９号、和解及び損害賠償の額を定めることについて、総務課か

らご説明申し上げます。本議案は、和解し、損害賠償の額を定めることについて、地方自治法

の規定により、議会の議決を求めるものでございます。議案の内容でございます。１、和解及

び損害賠償の相手方は、記載のとおりでございます。２、事故の概要、令和２年２月１０日午

後４時２５分ごろ、町外での視察業務を済ませた町職員が公用車で帰庁する途中、東広島市西

条町山陽自動車道西条インター手前で車線変更しようとしたところ、後続の相手方車両と接触

し、損害させたものでございます。３、和解内容、本件事故についての過失割合を町１００、

相手方ゼロとし、町は、下記４の額を賠償する。なお、町及び相手方は、今後一切、本件請求

原因事項に関して何ら債権債務を有しないことを確認する。４、損害賠償の額でございます。

町が相手方に支払う額６６万６８０円でございます。以上、審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

○議長（宮本裕之） これをもって、提案理由の説明を終わります。本案については、後日、審議、

採決を行います。本日の日程は全部終了いたしました。これで散会いたします。なお、次の本

会議は２５日、審議、採決となっていますので、よろしくお願いします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～
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午後 ２時 ２４分 散 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～


